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北大文学部紀要 45-1 (1君96)

西フワジア語の文法構造一一冠詞，名前，形容詞一一

水誠

Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk 

lidwurd， haadwurd， eigenskipswurd一一
(The 1金銭匁ualReport 0η Cultural Science 45-1 (N 0.88). The Faculty of 

Letters. Hokkaidoじniversity.Sapporo. Japan. 1996. ISSN 0437-6668) 

SHIMIZU Makoto 

形態 (defoarmlear) と統語 (de剖nlear)

I 冠諦(itlidwurd) 

S2s 定鼠調 (itbepaalde lidwurd) 

(1)器本形

定器裁には基本形と弱形がある。まず，基本形を議う。

議本形には供与£と it[<lt]があり，名髄の前に盤く。単数では文法

性の区別に応じて deを間性名語， itを中性名制に黒いる。譲数では牲の区

間なくおを語いる。轄による区別はなく，無変イちである。

基本形はー習~ø壌調匂 ((2)(d)) を除いて広く用いる。

-21 



北大文学部紀要

単数 複数

両性:(人) de soan i息子」 de soannen 

de dochter i娘」 de dochters 

(物事) de dyk i道」 de diken 

中性:(人) it famke i女の子」 de famkes 

(物事) it aai i卵」 de aaien 

(2) 弱形

(a)まとめ

定冠調には弱形 'e[d] (← de) と't[t] (← it)がある。弱形はおもに

前置詞の直後で用い，正書法上は一語として独立させてつづるが，発音上は

直前の前置詞に続けて発音する(例. op 'e [OPd] ; yn 't [int])。弱形は口

語的であり，あらたまった書き言葉では基本形が好まれることが多く，文章

でどちらを用いてつづるかは個人的に揺れがある。ただし，慣用句では弱形

だけが用いられることがある。 't[t] と'e[d]は使用条件が異なる。

単数 複数

両性:(人) 'e soan i息子」 'e soannen 

'e dochter iす良」 'e dochters 

(物事) 'e dyk i道」 'e diken 

中性:(人) 't famke i女の子」 'e famkes 

(物事) 't aai i卵」 'e aaien 

『弱形はドイツ語の zu+dem→ zum，zu+der→ zur， an十das→ ansな

どの一連の融合形を想起させる。ただし， ドイツ語では融合形を用いるか

否かは指示性の強さによる。すなわち，融合形を用いないのは指示性が強

い場合であり，アクセントを伴った定冠詞は指示代名詞としてはたらいて

いる。しかし，西フリジア語では定冠詞 (de:中性単数以外， it:中性単

数)と指示代名調 (dy:中性単数以外， dat:中性単数)の語形が異なる

ので，定冠調の基本形と弱形の使用条件は指示性の強さとは関係が薄い。
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西フリジア語の文法構造一一冠詞，名詞，形容詞一一

(b) 弱形 't

弱形 'tは前置詞の種類に関係なく広く用いる。

op {it/'t} fabryk r工場で」

oan {it/'t} iten r食事中に」

nei {it/り wurkr仕事へ」

oer {it/'t} 1an r土地の上空に」

yn {it/'t} boek r本の中に」

fan {it/'t} bed of rベッドから」

foar {it/'t} finster r窓の前に」

ただし， ut {it/壬}doarp r村から」のように tで終わる前置詞の直後で

は， 'tとつづっても [dt] と読む。

吃F 弱形は直前の前置詞に「連接形J (it klitik) として付随しており 1連接

形」と呼ぶこともできる (Visser1988a)。

..-代名詞 itの弱形 'tは前置詞の直後以外で広く用いる。

't 1s skande. 1それは恥ずかしいことだJ (ULI'S， C 4: 11) 

1k mei 't wol lije. 1私はそれは嫌いではないJ (Bangma 19932
: 27変更)

(c) 弱形、 [d]

弱形 'eには次のような使用制限がある。

① m， n，閉鎖音で終わる 1音節の前置調

弱形 'eはおもに mとnを含む閉鎖音で終わる 1音節の前置詞とともに

用いる (Zantema1984: 156， Visser 1988a: 191)。

yn {de/'e} krante r新聞にJ fan {de/' e} slachter r肉屋の」

oan {de/' e} 10ft r空にJ op {de/'e} fyts r自転車に乗って」

ut {de/'e} sted r町の外にJ neist {de/'e} skoalle r学校の横に」

om {de/'e} tafe1 rテーブノレの回りに」

それ以外の前置詞ではあまり用いない (Tiersma 1985: 48， Visser 

1988a: 191)。

oer {de/('e)} holle r頭の上をJ foar {de/('e)} doar rドアの前で」

troch {de/('e)} hage r生け垣を通って」

under {de/ (' e)} brege r橋の下に」

② 前置詞の直後以外の発音

①の前置調の直後以外でも，口語では閉鎖音で終わる 1音節の語の直後

では弱形の発音 [d]が見られる。ただし，つづりとしては de，itと書
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く。 (Vander Meer/De Graaf 1986: 31Mけ Visser1988a: 19Of.) 0 つま

り，弱形 'e，'tは特定の読欝詞の商後だけに見られる

であり. [<l]. [t]という じたいはそれ以外でも見られる O

it dak fan it hus en de ([<l]) skuorre r家と納躍の震t~J (Visser 1988a: 

190変更)

Jelle en de ([<l]) frou rイェレとそ

Ik rin de ([<l]) hiele dei. r私は 1B

(d) 詩形だけを用いる表現

(ib. 190 

くj (ib. 191変更〉

次のような欝匂には弱形弘三だけを用いるo

Q) 'fan {'e/'t}十名認'

'fan {'e/三}十名前'は時題を表わす名前とともに用いて，もっとも近い

時を摘す。

fan 'e moarn r今朝j fan 't jier r今年」

fan 't foarjier 

fan de moarn， fan it jierのように基本形伝用いた場合には，上記の意味

はならない。

官この表現は語象的に冨定している。たとえば参f加、 moanner今月」と

dizz巴moanner今完」と議う。

の名称 maitiidr春J. simmer r夏j. hjerst r秩j. winter r冬j.

ぞれに wiker逓」は時生名認だが， 'fan {'e/'t} ..'のように湾?生と中

性の弱形がともに可能である{争入

fan {'e/'t} wike r今週j (← de wike 

Hy hat fan {'e/'t} simmer nei Ljouwert ta west. r彼は今年の菱に

リャウエト(;;t.Leeuwardenレーワルデン)に行っ

Ik si1 fan {'e/ 't} hjerst nei Fryslan ta. r払は今年の秋にフリ~スラン

トへ行くつもりだJ

もy't十名器14戸1'e十名詞'

不韓交友の年の季鯖名などについてに. (のあいだ)に」という意味で用

いる。 i苛性の季節名については坤by'e十名詩'の経み合わせはなく，
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西フリジア語の文法構造一一冠詞，名詞，形容詞一一

法性による区別にかならずしも対応せずに固定している。

{by 't/yn 'e} moarntiid i朝にJ {by 't/yn 'e} simmer i夏に」

by 't simmerdei i夏の日に」

Fierders hat er by 't simmer wolris in pear folen te weidzjen. Dy 

ferkeapet er by 't hjerst wer， want der wol er winterdeis net mei piele. 

Yn 'e maitiid set er altyd in stik of san kuorren ut. Der kinne de einen 

dan moai yn briede. iそのほかに彼は夏に子馬を 2， 3頭飼育すること

がある。それは秋にはまた売りに出す。冬に世話するのがいやだから

だ。春には七つほど龍を出しておく。そうすればアヒルたちがその中で

うまく卵を産めるというわけだJ (ULI'S， B 11: 13変更)

ただし，中性の季節名 foarjieri春J，neijier i秋」にはつねに中性形

を用いる。

{fan 't/*fan 'e} foarjier i今年の春」

{fan 't/*fan 'e} neijier i今年の秋」

{by 't/yn 't/*by 'e/*yn 'e} foarjier i春に」

{by 't/yn 't/*by 'e/*yn 'e} neijier i秋に」

匿すこのほかに，‘byde+季節名'のように基本形を用いた表現がある。

by de hjerst i秋にJ(Zantema 1984: 403) by de maitiid i春にJ Ob. 594) 

.... 'te+季節名'という表現もある。

te {maitiid/simmer/hjerst/winter} i {春/夏/秋/冬}に」

(3) 古形のなごり

かつての格変化のなごりとして，特定の表現にその他の定冠調の語形が見

られる (Boersma/Vander W oude 19802: 27)。

① 'en:かつての男性単数対格

op 'en doer i最後には，結局J op 'en nij i新たに」

op 'en besten iいちばんうまくいった場合でも，せいぜい」

② der:かつての女性単数与格

byderhant iりこうな」
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byderhansk 1 (践が)いちばん右1l!Uを走っている，お髄にあるJ

ynd合rtiid meidertiid 1時とともにj

③ 'e:かつての中性単数与格

中性名詞h会話「家」は‘前置語十'ehus'という表現で f詣分の家.. J を

意味する。

yn'εhus weze 1自宅にいる;未婚であるJ

ut 'e hus weze 1自宅の外にいる;隷いでいるJ

く吟 yn't hus 1.その家のやにJ ut 't hus 1その家からJ

棚橋次の表現の 'dehus ut' fまF良分の家を出てj を意味する。これは 'ut'e 

hus' 1自分の家からJ の前置関訟を後讃蹄とし，弱形'eをそのまま基本

形恥で継承し℃蒋解釈したものと考えられる。

Wy koene best wat lytsをrwenje， no't de bξm de hus ut binne. 1もうそ子

ちも家宅を出たのですから，もっと小さな家に住んで、もいいんじゃない

かしらJ (Bangma 19932
: 64) 

ば) 地名と露関

(註}無冠認の地名

一般に様子や冨の名前に っけないが， どの修

重詰語を{学うときにはつける。

Fryslan is moai. 1フリースラントは美しいJ

Dit is in boek oer it alde Fryslan. 1これは菅のブり…スラントについ

ての本ですJ (むL!'S，A 1: 13変更〉

ただし 1全.. J 

用いる。

ときには定冠諦をつけず， hielに語箆必需旨つけて

hiele Frysl加 F全フリースラント J <i土)de hiele wrald 1全世界J

次の表現の議に注意。

{*Olit} Frysl会nfan 'e 17de ieu 117世紀のフリ}スラント j

神戸it}Fryslan戸1'e 17de ieu 117 t時三におけるフリースラント j

(b) 定究室謁を伴う地名

例外的にかならず定冠制を伴う地名がある。
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関フリジア議の文法構造一一時冠詩書名言寄，形容認

De Lemmer rデ，レメル(オ.Lemmerレメノレ)j

De Jouwer rデ・ヤウエル(;t.Joureヤウレ)J

It Amelan Iエト・アーメローン島(オ.Amelandアーメラント鈴)J

It Bilt [adbIlt] rヱド・ビルト(オ.Het Bildtエド・ピルト)J

g 27 不定冠詞 (itOnbepaal伽 lidwurd)

(1 ) まとめ

不定冠詞は in[8n]であり，単数で文法性の区xmなく名調の前に蜜く。

よる区別もなく，蕪変イ七である。複数形はない。

単数

調性:(人) m soan I尽ナj soannen 

in dochter r強j dochters 

in dyk r道」 diken 

: (人) in famke r女の子j famkes 

{物事} in aai rJ!lsJ aalen 

信用法

(a) 不定患請の有無

・身分・閤籍を weze r であるj，wurde r にな

るJ，bIiuwe r ぬままであるJ な

をつけないo

Ik bin s似dint.r私は学生ですJ

De klant is kening. rお客様は五擦で、ずJ

なる

Durk is Fries. rデュルクはブリジア人だj

は， に

しかし，形容認{匂}や蔀議澗匂などの修鋳語を伸うときにはつけることが

多いo

Durk is in berne Fries. Jレクは生粋のフりジア人だJ

次の例では agraryskundernimmer I農業企難家」が全体で 1語の合成語
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のようになっているので (s34(2)ωeλ 

ても震調がつかない。

agrarysk r農業のJ があっ

日joeddedeigiet alles masinaal. De boer is agrarysk undernimmer 

wurden. r今日ではすべて機械がやる。農民は農業企業家になってし

まったJ (ULI'S， C 20: 2) 

(b) 不定器諮 inrおよそ，約J

inは「およそ，約J の意味守護数形でも用いるo

in tritich manlju r約 30人の男の人J

in jier twaぺrijer 2， 3年ほどの関J (Tamminga 1973: 212) 

in man fan in jier of fyftich r50歳くらいの男の人J (むLI'S，B 6: 8) 

Hy (=0. Postma) wie al iη tritich jier遺憾 doe'tsyn earste gedichten 

yn "Ferjit-my-net" opnommen waarden. r彼(ニO.ポストマ)は初期

『忘れな草』に絞められたとき，すでにほぼ30歳になっていた」

(Sitenstra 1982: 127) 

時?オランダ語もi弓様。

(3) 数詞 ien[ianJ 

円ひとつの/ひとりの}... J と数えると冬に

単数

帯性:ぐ人 iensoan 

ien dochter r娘」

{物事 iendyk 

: (人 ienfamke r女の子J

(物事 ienaai r卵j

~ 28 杏定恕詞 (itQntkennende lidwurd) 

(1) まとめ

ienを患いる。

はgjin[gjln]であり， -擾数で文法性の区別なく名詞の樹
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間ブリジア諮の文法構造一一紙調， 形容詞一一

に置く。格による送部はなく，つねに蕪変化である。

複数

両性:(人} gJlll soan gJlll soannen 

gjin dochter r喜良J 蕊jindochters 

(物事) 訴訟のkr道」 gjin diken 

中性:(入〉 話infamke r女の子j gjin famkes 

(物事) gjin aai r葬J gJIn aalen 

(2) 用法

否定務調は不支柱紙調のついた名詩句や無冠詞の名詞匂を否定するとき

く用いる。

Wy hawwe gjin bern. r私たちは子供がいませんJ

De tiid haldt gjin skoft. r歳月人を持たず{二二時は休みをとらない。こ

とわざ)J

Anne Wadman is gjin Friezinne， mar Fries. rオーネ・ヴァトモン{作

家〉は女性のフリジア人ではなく， フリジア人だJ

『央官設 (not[a] +名詞)のように否定詞ηetを用いて‘net[ienJ十名詞'の

ようにするのは，強い否定ドひとつも.. .ないJ)を表わす場合にとどま

る。

暖炉 gjinは19役詑に従来の nin 古九混在討にかわってオランダ語の鮮側

[γe:nJを{諺F脅したものである。

II 名詞 (ithaadwurd) 

S 29 文法性 (itgenus， it grammatikaal geslacht) 

(1) まため

名詞には「爵性J (it utrum) と「中性J (it neutrum)のふたつの文法'陸

がある。文拾控は自然性 (desekse， it natuerlik geslacht) とは別であり，

鵠々の名詞について決まっている。どちらの文法性に高ずるかは判断できな
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いことが多いが，意味や接辞が決め手になるとともある。文法性の区別は形

容読や代名翻にも反映するが，典型的にはま主定詰の単数形に示され，荷'段

詞では de，中性名詞では itとなる。イ谷?と rde-

詩J (it州 rurden) と呼ぶこともある。

(de-wurden)， rit倫

w 再伎はかつての「努性J と「女性」のIZ別が失われてひとつになったもの

である。標準オランダ語のような男性名諮と女鷺名詞の微妙な誌刻はな

い。ただしi'なめかしい文翠では捨象名詞などを 3人称代名欝女性形で受

ける例が見られる (937 (4)(b))。かつての男性，女性，中伎の 3性の

はスキエルムンツェアハ島 (Skiermunts告ach;;:t. Schierα10m註koogス

ヒ~)レモニコーホ島)の方言だけに残っている。

融 utrumの訳語として「通性J，r共性J などが用いられることがある。発

音上 r溜性j は rt:t性」とまぎらわしく r共f全J は「強勢J とまぎらわ

しいので， 「湾住J そ用いる。

(2) 文法性の区別

文法性の区部は判断できないことが多いが，次の基準は有効である。

料開性名諮

CD入を示す名詞

de frou r女の人，妻J de man r男の人J de slachter r肉屋J

de kok rコック j

鰐外。

de minske r人間J

it bem rデモ共J it jong可動物の)

蔑斡の窓味があるもの

it famke r女の子J

it wiif r女(蔑称)，妻J it fanke可、強(蔑称)J

it minske r女(蔑称)，入酷{蔑弥)J

“Dat minske leit my net"“Unsin. Dy frou is best genoch." rあの女っ

たら気にくわないわJ rそんなばかな。あの女性はとてもいい人だよj

(Bangma 19932
: 27) 

起~ it fanke r小娘{蔑称)Jには複数形が'l;j:い。
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② 四季，月，曜日

de maitiid '春」 (de) jannewaris '一月J (de) snein '日曜日」

③ 数字，文字，音符

de trije '3J de X 'xJ de do 'ド(音符)J

④ 接 尾 辞-de，-dom， -ens， -heid，ー(er)ij，ーing，-nis， -aasje/ -aazjeによ

る抽象名詞

de leafde '愛」

de twataligens '二言語使用」

de fiskerij ，漁業」

de skiednis '歴史」

de frijdom '自由」

de wierheid '真実」

de skieding ，分離」

de {sitewaasje/ situaasje}'状況」

接尾辞 -teと-t(m)eに注意。両性名詞は形容詞から派生した場合であ

る。

de wiidte '広さ(抽象名詞)J (← wiid '広いJ)

くi=>it fugelt(e) ，鳥肉(集合名詞)J (← fugel '鳥J)

de skient(m)e [skjInt(m)8] ，清潔さJ (← skjin [skjln] ，清潔なJ)

de stilt(m)e '静けさ J (← stil '静かなJ)

くi=>it brukme '使用」

(b) 中性名調

① 国，州，町などの地名

Switserlan 'スイスJ Frankryk 'フランス」

Frjentsjer 'フリエンチエノレ(オ. Franekerアラーネケル)J

Skylge 'スキルへ島(オ.Terschellingテルスへリング島)J

定冠詞Itを伴うものがある。

It Amelan 'エト・アーメローン島(オ.Amelandアーメラント島)J

It Hearrenfean 'エト・イエレンフェアン(オ. Heerenveenへーレン

ヴエ←ン)J

It Bilt [8d bIlt] ，エド・ピルト(オ. Het Bildtエド・ピルト )J

定冠調Deを伴うものもある。

De Walden 'デ・ヴォーデン(フリースラント州東部の森林地帯，オ.
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De Woudenデ・ヴァウデン)J

De Fochtel Iデ・アォホテル(オ.Fochtelooブォホテロ -)J

De Lemmer rデ・レメル〈オ.Lemmerレメル)J

De Jouwer rデ・ヤウエJレ(オ.Joureヤウレ)J

密工の名前の場合にはまさ冠詞De俊伴っていても中性の扱いを受ける。

it om syn klokmakkerij fern儲 mdeDe J ouwer r設時計の製造で有名

なデ・ヤウエルJ (Hoekema 1992: 23) 

it Frysk rブリ

yn itFrysk rブリジア語でJ

や今 Fryskleare rブリ

Frysk prate rブリジ

it N ederlansk rオランダ語J

献 fフリジア諮を話すJ という意味でマηTsksprekkeと

keは「公の場で話三人表現するJ の意。オランダ語では Friesspreken 

「フヲジア語を話す」と言える。

舎縮小形

it kopke (← de kop) rコップJ it kealtsje (← de keal) r子牛j

it tsjerkje (← de tsjerke) r教会J

号不定詞の名龍牝

(it) drir泳仙(← drinker飲むJ) r飲むことJ

(it) sli叩 en(← sliepe r眠るβ 「誤ること」

e 接尾静・sel(動詞から託生)， -ismeによる派生名翻

it baksel r (オーブンで焼いた)菓子類，クッ

bakke r(オーブンなどで)焼く J)

it nasjonalisme r畏族主義」

接患辞伐(名詞から派生，集合名詞)

ピスケットな

it b悦 m住民!jemt;;l] r木立{葉合名親)J (←beam [bI;;lm] r木(名

諮り)

くな今 deromte r空間(抽象名語)J (← rom 〈形容詞)J) 
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⑥ 接頭辞be-， fer-， ge-， unt-による派生名調

it besit ，-所有J it ferlies ，-損失J it gefaar ，-危険」

it unthald ，-記憶」

ただし，両性名詞を派生する接尾辞がつかない場合にかぎる ((3)(a))。

de begelieding ，-同伴J (-ing) 

de gefalligens ，-好意J (-ens) 

(c) 文法性の区別が揺れている名詞

① {de/it} apteek ，-薬局」

{de/it} ezel ，-ロノす」

次の語については(d)も参照。

{de/it} ein ，-終わり，部分」

{de/it} seal ，-広間」

② 接尾辞 -skipによる派生名調

de ferpleechster ，-看護婦J (-ster) 

de untjouwing ，-発展J (-ing) 

{de/it} betingst ，-条件」

{de/it} tun ，-庭」

{de/it} stof ，-素材，布地」

{it/de} hier ，-髪」

両性名調と中性名詞の両方を含み，語によって文法性が決まっている。

de blydskip ，-喜び」 de freonskip ，-友情」

de mienskip ，-共同体」

令)it lanskip ，-風景J it selskip ，-社会，協会」

it liederskip ，-主導権」

(d) 語形が同じで文法性の区別によって意味が異なる名詞

de bier ，-担架，ひつぎ」や)it bier ，-ビール」

de moed ，-勇気;あざ，跡」くi=>it moed ，-精神，気分」

de sin ，-文，意味」くi=>it sin ，-気持ち，意図」

de Skrift ，-聖書」や)it skrift ，-筆跡，文字，書き物」

de stek ，-刺すこと;刺すような痛み」や)it stek ，-柵」

de waar ，-品物」くi=>it waar ，-天気」

de ein ，-アヒル」く斗 {de/it}ein ，-終わり，部分」

it stof ，-塵，ゴミ」や){de/it} stof ，-物質，素材」

it seal ，-(自転車の)サドル」くi=>{de/it} seal ，-広間」

de hier ，-家賃」 く今 {it/de}hier ，-髪」
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(3) 派生語と複合語の文法性

(a) 派生語が接尾辞と接頭辞を伴う場合

次の例のように文法性は接尾辞に従う ((2)(b)⑥)。

de behoefte I必要，欲求J(← it behoef I必要」十ーte)

de bestjoerder I管理者J(← it bestjoer I管理，運営」十モr)

(b) 複合語の文法性

最終成分の名詞の文法性に従う。

it seefolk I海洋民族，漁民J(← de see I海J+itfolk I民族，人々J)

de bernewein I乳母車J(← it bern I子供J+de wein I車J)

it autowaskplak I洗車場J(← de auto I自動車J+dewask I洗浄」十

it plak I場所J)

~ 30 数 (ittal) 

(1) まとめ

数には「単数J(it ientaI)と「複数J(it meartaI)がある。複数形は 2

種類の語尾 -en，-s (-'s) で作る。その使い分けは名調の語形からほぼ判断

できる。 -s(ー's) は比較的少数の場合に限られる。そのほかに特殊な形をも

っ語がいくつかある ((2)) 。語尾 -en による複数形では短母音化(~ 9 )や

「割れJ (~10) を伴うことがあり ((3)) ，そのほかに正書法上の交替を起こ

すものもある ((4))。数量の単位を示す名詞には 2以上でも単数形を用いる

ものがある ((5))。数の一致には特殊な場合があり，注意を要する((6))。

(2) 複数形の種類

(a) 語尾-enによるもの

語尾 -s(ー's) をとる少数の場合を除いて広く用いる。

① アクセント(副アクセントを含む，以下同様)をもっ音節で終わる名詞

の大部分。ただし， (b)②の外来語を除く。

i )主アクセント:

blom I花」→ blommen kanaal [kana:l] I運河」→ kanalen
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see ，-海」→ seeen teory [tIori] ，-理論」→ teoryen

ii)副アクセント(次の例に限って「、」で示す): 

rykdom [rikdδm] ，-富」→ rykdommen

selskip [sElskIp] ，-社会，協会」→ selskippen

swierrichheid [swIr8xhIt] ，-困難」→ swierrichheden(-heid→ 

-hedenに注意， (d)①) 

② (b)の縮小形や最近の外来語の一部を除く，アクセントをもたない -e

[8]で終わる名調

lampe ，-電灯」→ lampen

libbene ，-生者」→ libbenen

(b) 語尾も(ゐ)によるもの

比較的少数の名詞。

tsjerke ，-教会」→ tsjerken

type [tip8] ，-型」→ typen[tip8n] 

① アクセントをもたない閉音節で終わる次の名詞

i) -el [81]， -em [8m] ， -en [8n] ， -er [8r] ，モrt[8t]で終わる名詞

fugel ，-鳥」→ fugels lichem ，-体」→ lichems

libben ，-生命」→ libbens ljedder ，-階段」→ ljedders

sloffert ，-だらしない人」→ slofferts

ただし，次のような語は例外。

kristen ，-キリスト教徒」→ kristenen

heiden ，-異教徒」→ heidenen/heidens

ii)縮小形 (-ke;-tsje，骨)

kopke (← kop) ，-コップ」→ kopkes

leppeltsje (← leppeI) ，-スプーン」→ leppeltsjes

tuchblikje (← tuchblik) ，-ちりとり」→ tuchblikjes

iii)縮小形に由来する -e[8]で終わる次の親族名称

omke ，-イ白父」 → omkes 

ただし，次の語は例外。

pake ，-祖父」→ pakes/paken

muoike ，-伯母」→ muoikes

beppe ，-祖母」→ beppes/beppen
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② 最近の外来語の一部

-sと与の使い分けに注意。

i) -s 

子音で終わる名詞，および次の ii)以外の母音で終わる名調

roman ，-長編小説」→ romans horloazje ，-腕時計」→ horloazjes

diktee [dIkte:] ，-口述筆記」→ diktees[d注目:s]

hobby [hobi] ，-趣味」→ hobbys[hobis] 

ii) -'s 

母音で終わる名調のなかでもをつけると語末母音が正しく発音されな

いおそれがあるもの

auto [釦to:，o:to:] ，-車」→ auto's[釦to:s，o:to:s] (*autosとすると

*[釦tos，o:tos]などと発音されるおそれがある)

nivo [nivo:] ，-水準」→ nivo's[nivo:s] (*nivosとすると*[nivos]な

どと発音されるおそれがある)

巴r sebra [se:braJ ，-シマウマ」の複数形は Zantema(1984: 846)によれば

sebra's [se:brasJ とつづる。しかし，本来，乙れは sebras[s邑:brasJと

してもさしっかえないはずである。

少数の名調は例外的に以下のような複数形になる。

( c) 無変化のもの

少数の中性名調。

bern [bE:n， bm] ，-子供」→ bern skiep'-羊」→ skiep

F これは古くは中性名調(強変化)の複数形が無語尾だったことのなごりで

ある。

(d) 特殊な語尾や語幹の変化を伴うもの

① -heid [hit (hait， hEit)]→-heden [he:d;:m] (抽象名調の接尾辞)

ienheid ，-単位」→ ienheden

② -ens (←-en-s重複複数)

mallichheid ，-愚行」→ mallichheden

lears ，-長靴」→ learzens gefoel ，-感情」→ gefoelens

reed ，-スケート」→ redens(ただし， reed ，-のぽり道」→ reden)
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③ -man →ーlju

buorman ，-隣人」→ buorlju

man ，-男の人;人」と frou，-女の人」は複数形によって意味が異なる。

man [m::m]→manlju [mγljO] (個別的)/mannen (集合的)/man

(男女の区別なく人員数)

trije manlju ，-3人の男の人J trije man ，-3名」

de kening en syn mannen ，-王とその家来たち」

de mannen fan it tsjerkebestjoer ，-教会運営関係者J(Bosma-Banning 

19812
: 105) 

frou [fr::m]→ froulju [fr5:1jOJ (個別的)/frouwen (集合的)

④ その他

ko ，-乳牛」→ kij[kEi] 

dei ，-日」→ dagen

skoech ，-靴」→ skuon[skwonJ 

wei ，-道」→ wegen

lid ，-手足，成員」→ leden/lea(ただし， 1id ，-蓋，まぶた」→ lidden)

alder ，-親」→ alders/alden 

( e) 語尾が一定しないもの

① 接 尾 辞 ーing[IU]で終わる名詞:-s/-en 

oersetting ，-翻訳」→ oersettings/oersettingen

betrekking ，-関係」→ betrekkings/betrekkingen

Gf"語尾 -enはオランダ語の影響によるo

ただし， -ling [lIU]で終わる名詞は -enのみ (ULI'S，C 14: 10; Van 

der W oude 1981: 126)。

learling ，-見習い，生徒」→ learlingen

wezeling ，-イタチ」→ wezelingen

② -ier [i8r Jで終わる名調

-s， -en， -en/ -sのいずれか語によって決まっている。

pionier ，-開拓者」→ pioniers kertier ，-4分の 1J→ kertieren

gernier ，-菜園農夫」→ gernieren/gerniers 
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③ べ1m[am]で終わるラテン語からの借用語:(-um)-s/-a 

gymnasium ，-ギムナジウム(大学進学前の中等教育機関)J→ gymna-

siums/ gymnasia 

datum ，-日付」→ datums/data

④ -us [as]で終わるラテン語からの借用語の一部:(-us) -sen/-y 

katalogus ，-カタログ」→ katalogussen/katalogy

ただし， histoarikus ，-歴史学者」→ histoarisy[hIstoari(t)si] 

⑤ その他

broer ，-兄弟」→ bruorren/broers

bean(e) [bIan(a)] ，-大豆」→ beanne(n)[bjena(n)] /beane(n) 

[bIana(n)] 

eart(e) [jet(a)， Iat(a)] ，-エンドウ豆」→ earte(n)[jeta(n)， Iata(n)] 

(3) 短母音化 (g9 )， ，-割れJ (g 10)を伴うもの

語尾 -enによる複数形は音節数が増えることになるので，短母音化や「割

れ」を伴うことがある。これは語棄によって決まっており，特定できない。

(a) 短母音化

baarch [ba:rx] ，-豚」→ bargen[bar抑 n]

lan [b:n] ，-国，土地」→ lannen[15nan] 

rot [口:t]→ rotten[r5tan] ，-ネズミ (musより大型)J

(b) ，-割れ」

trien [trian] ，-涙」→ triennen[trjInan] 

sleat [slIat] ，-堀，水路」→ sleatten[sljetan] 

boerd [bωt] ，-板，黒板」→ buorden[bwodan] 

moarn [moan] ，-朝」→ moarnen[mwanan] 

flues [flyas] ，-膜」→(稀 fluezzen[fljOzan]) /fluezen [flyazan] 
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(4) 正書法上の注意

(a) 子音字の重複(~ 24 (1)) 

とくに語尾 -enによる複数形では，閉音節と開音節の区別や「割れ」の有

無に応じて子音や母音を重複させる。

dak [dakJ ，-屋根」→ dakken[dakcmJ 

くT>kraan [kra:nJ ，-蛇口」→ kranen[kra:ncmJ 

tean [tI;mJ ，-足の指」→ teannen[tjEn;mJ 

や)lean [lIcmJ ，-賃金」→ leanen[lICl四nJ

(b) ，-語末音の無声化J (~14) 

① 閉鎖音

閉鎖音 b[pJ/[bJ， d [tJ/[dJは正書法で区別しない。

wurd [votJ ，-語」→ wurden[vOdClnJ 

slob [slopJ ，-ノ、シビロカモ」→ slobben[slobClnJ 

②摩擦音

摩擦音は f[fJ/v [vJ， s [sJ/z [zJ， ch [xJ/g [γ] と書き分ける。

skroef [skru:fJ ，-ネジ」→ skroeven[skru:vClnJ 

gles [gllo:sJ ，-グラス」→ glezen[glE:zClnJ 

berch [bErxJ ，-山」→ bergen[bErγ叩]

③ もともと無声音の語

もともと無声音の語は f，s， chのままである。これは語棄によって決

まっており，特定できない。

filosoof [filClso:fJ ，-哲学者」→ filosofen[filClso:fClnJ 

kers [kEsJ ，-ろうそく」→ kersen[kEsClnJ 

roch [口xJ，-エイ(魚)J→ rochen[r5xClnJ/roggen [r5γClnJ 

(5) 数量の単位を表わす表現

(a) 数量の単位を表わす名調

2以上でも単数形を用いるものがある。
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命時間

wike [vlk<>J r漉J moanne [mw如<>] r月J jier [(j)i<>r] r年J

Trjie jier lyn binne wy troud. r 3年需に弘たちは結婚しま

(ULI'S， A 12: 8) 

twa wike r 2適需J(Tiersma 1985: 58f.) 

ただし，護数影の例も見られる。

Ik ha de fyts noch mar t:ベiewiken. rぼくはその自転車を手に入れてか

らまだ3週間しかたっていませんJ(ULI'S， A 18: 10 

Trije wiken lyn ha ik him fan de jiskepole helIe en doe fytste er noch 

knap. rぽくは 3i議関前にそれそゴミ捨て場から拾ったんですが，その

ときにはまだちゃんと動いていましたJ (ib. 10) 

Famylje en freonen sille utnoege wurde om ienザ初!awiken fan 

harren fakansje mei te helpen. r家族や知人が休暇のうち 1， 2週間の

あいだ、手助けするために呼ばれることになっているJ(ULI'S， B 14: 13) 

e麓色

liter [lit<>r] /mingel俗的 [mitJ;:}l(;:}n)JrリットルJ

pun [pu(:)nJ rポンド (0ふkg)J 加 s[u(:)ns] rオンス (0.1kg) J 

9 距離

foet [fu;:}t] rフィート〈約30cm) J meter [me:t;:}rJ rメートルj

mili-[mili..]/sinti鵬 [sinti..]Ikilometer [kilome:t<>rJ rミリ/センチ/

キロヱコメートルJ

ゆ震幣

国ne[gu(:)n<>] rギ1レダー{オ.gulden) J 

金額難， f間数

kop [bpJ r 頭J sek [sは]r 袋J snies [sni;:}s] r20 

dozyn [d<>zln] rダース」

twa {dozyn!*dozinen} appels rりんご2ダースJ

ゆ

kear [kI<>r]七.@jJ 
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吃F ‘基数調十四ris'，回」については~ 48 (d)参照o

F オラン夕、語やドイツ語との相違に注意。

「摂氏 10度J フ.tsien graden Celsius (複数形←graad)

オ.tien graden Celsius (複数形← graad)

ド.zehn Grad Celsius (単数形)

「北緯53度J フ.trijeenfyftich graden noarderbreedte (複数形)

オ.drieenvijftig graden noorderbreedte (複数形)

ド.dreiundfunfzig Grad nordlicher Breite (単数形)

'6個J フ.seis stik (単数形)

オ.zes stuks (複数形← stuk)

ド.sechs Stuck (ふつう単数形)

(b) 特定の数量と不特定の数量

上記の語(とくに時間の単位を表わすもの)を単数形で用いることがある

のは，数量が特定の場合である。不特定の場合にはふつう複数形を用いる。

jier '年」を例として以下に示す。

① 特定の数量

san jier r 7年間」

ただし， san lange jierren '7年もの長いあいだ」

Hy is seisentritich jier (ald) wurden. '彼は 36歳になった」

② 不特定の数量

inkelde jierren '数年」 yn syn jonge jierren '彼が若かったとき」

yn 'e rin fan 'e jierren '何年もたつあいだ、に」

de kommende jierren '今後何年かのあいだJ (ULI'S， B 14: 13) 

yn 'e jierren njoggentich '90年代に」

民". yn 'e njoggentiger jierren '90年代に」という表現はドイツ語的な表現

(germanisme) である(~ 31 (3)③)。

It is hjir de leste jierren wol feroare. 'ここは最近の何年かでたしかに

変わったJ (ULI'S， B 8: 15) 

Ik haw him yn gjin jierren mear sjoen. '私はもう何年も彼に会ってい

ない」

De winsten waakse alle jierren op ， e nij. '利益は毎年新たに増えてい

-41-



北大文学部紀要

るJCULI'S， B 10: 17) 

(c) 個々の事物を指す名詞

個々の事物を指す名詞として使われた場合には複数形を用いる。

tsien 羽田 r10ギノレダーJ<'吟 tsiengunen r 1ギルダー硬貨 10枚」

(d) その他

nul [n例]rゼロ」の後の名詞は複数形になり， oardel [odddl， odrdl] 

rl. 5J， -eninheal [dndnhldl] r 半」の後の名調は単数形になる。

De temperatuer is nul {* graad / graden}. r気温は零度です」

Ik wachtsje hjir al oardel {oere/* oeren}. r私はここでもう 1時間半

待っている」

It is trijeeninheale {minut/勺ninuten}oer tolven. r時刻は 12時 3分

30秒すぎですJ(Bangma 19932
: 111変更)

『オランダ語， ドイツ語，英語との相違に注意。

rl時間半J フ. oardel oere (単数形)

オ.anderhalf uur (単数形)

ド.anderthalb Stunden (複数形← Stunde)

エ.one and a half hours (複数形←hour)

r3.5分J フ.trijeeninheale minut (単数形)

オ.drieenhalf minuut (単数形)

ド.dr巴ieinhalbMinuten (複数形← Minute)

エ.three and a half minutes (複数形← minute)

(6) 数の一致 (dekongruinsje) 

数の表示が主語名詞句と定動詞，あるいは名詞句と名詞句のあいだで一致

しない場合がある。

① 全体でひとつの概念を表わす場合

複数の名調句が内容的に全体でひとつの概念を表わす場合には，定動詞

などの数の表示で単数として扱われることがある。

Iten eη drinken haldt siel en lichem byinoar. r飲食(=食べることと

飲むこと)は心と体をたがいに健康に保つJ(Beintema 1990: 68) 

Ald en nijωie it der mei iens. r老いも若きもそのことについて意見が
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一致したJ (Boersma/Van der W oude 19802
: 72) 

Syn halden en dragen jきrnuvereus. ，-彼の態度に私たちは驚いた」

② 慣用句的な表現

慣用句的な表現で数の表示が固定しているものがある。

De skoalbern binne sa bliid as inρrotter. ，-生徒たちは大喜びしている

(=ムクドリ[単数形]のように喜んでいる)J (ULI'S， B 5: 10) 

De bern binne op it lest sa wurch as in maits en wurde sluch. ，-子供

たちはしまいには疲れきってしまい(=ウジ[複数形]のように疲れ)， 

眠くなるJ (ULI'S， B 5: 11) 

③ 集合名詞

集合名調は内容的に複数で、あっても，文法的には単数として扱われるこ

とが多い。

In groePke fan万ouwerof !iグ minskenkri旨etin tal foarwerpen 

taskikke. ，-4人か 5人のグループが特定の数のテーマをもらう」

(kriget:単数形) (ULI'S， B 19: 18) 

しかし，この場合，とくに‘in+単位の種類を示す集合名調十fan+名調

複数形'の fanを欠く表現では，単数と複数の両方に扱われることがあ

り，一定しない。

Der {kaam / kamen} in keppel jongfeinten de buorren del. ，-若者の一

団が村の通りをやってきたJ (kaam:単数形， kamen:複数形)

(Boersma/Van der W oude 19802
: 71) 

その他の用例。

Krekt boppe it wetter fljocht in swerm m佐野n.，-水面の上すれすれの

ところを虫の群れが飛んで、いるJ (fljocht:単数形) (ULI'S， B 7: 7) 

In grut tal jonge skriuwers kaam mei har wurk yn“Frisia" nei foaren. 

「多くの若い作家たちが『フリジア~ (雑誌名)に作品を掲載して世に出

たJ (kaam:単数形) (Stienstra 1982: 120) 

Oan 'e iene kant ferdwine in hiele rige wurden ut 'e taal， mar oan 'e 

oare kant komme der nije wurden by. ，-一方で、は一連の多くの語が言

-43-



北大文学部紀重要

語から失われるが，他方では新しい語が加わってくるJ(ferd宅"ine:複

数形)

(Boersma/Van der W oude 19802
: 93変更)

'in pear+複数名詞'は「いくつかの...Jという意味の不定代名詞とし

てつねに複数扱いされる (342的 (p))。

S 31 格 (denamfal) 

的 ま と め

フリジア謡には「主格J(de nominatyf)， r対議J(de akkusatyf)， 

(de datyf)， r羅格J(de genityf)の 4つの格があった。今日

格を除いて語形変色による格の区間は失われており，閥定した表袈にかつて

の格変化のなどりが見られるにとどまる。属惑には「強変化の騒格J ((銃器))

と「欝変化の震務J ((2)(b))の2鶏類がある。

なお，以下では，利害・関心や所有を表わすドイツ語の「白出な与格J

{に freierDativ)にあたる名詞匂の舟法 ((5))，それに董接自的諮と間接

目的語の錯J[贋({6))についても扱う。

(2) 盤格 (degenityf) 

属格には「強変化の鐸格-s(ノs/-es)Jと「弱変化の属格 -eJがある

(Boersma/Van der W oude 19802
: 20f.)。

(a) 強変化の趨格 (desterke genityf) 

強変イ七の属格はかつての強変化諮患に由来し，制s(-'8: e [;:)J J法外の殻母

音で終わる語)または -es(heites←heit r父J.memmes←mem r母」の

み。 Boersma/Vander Woude 19802
: 20)で示す。

1音節の人名にはあまり用いない。

飽伊豆oekema(1992: 25)には，名認が -5で終わる場合にはアポストロフだ

けそ加えて -5'とつづると記されている。

notari5' hiln r公言証人の犬J(ib. 25) 
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命説挟名称・人名・地名

親族名義1・人名・地名などについて所有を表わ 名詞の前に震

く。

heit田 hoedr父の晴子J pakes jierdei ，-祖父の罷生I3J

Tsjitskes man rチツケの夫J Fryslans ferline rフリースラント

dominy's tun r牧欝の癒J (Hoekema 1992: 25 

φ 単独で名詩的に

r のものJ という意味で単独で名調的に用いる場合 (Hoekema1992: 

25)。

恥 memmesr(私の)母のもむJ Jentsjes rイエンチエのもの」

③‘{議接名/人名}-en-{dγs/har(re)s}' r..とその{配偶者/身内}的

(もの)J

omke叩 l-dy'shus r伯父と{強母/伯父の家族}の家J (← omke-en-dy 

「位父と{イ自慢/伯父の家接}J) (Hoekema 1992: 12 

J an-en-hars-hQs rヨンと{奥さん/3ンの家族}の家J (ib. 19) 

Dat hus is Ja秒間-hars_rあの家はヨンと{奥さん/ヨンの家族}のも訟

ですJ (ib. 19) 

Is dat hus pake引 z-harres?rあの家はおじいさんと{おばあさん/おじ

いさんの家族}のものですかJ (ib. 20) 

④ 父懇

父(または母)の名前を子供の名前の一部につける場合。

く。

J oast Hiddes狂albertsmar 3アスト・とデス・ホルベツマ(1789-

1869) J (Hiddeの息子 Joast

Piter Jelles Troelstra rピテノレ・イエレス・トゥルルストラ(1860-

1930) J (Jelleの選、子 Piterの意味)

ザ次の議の -8は強変化の績格に由来するが， つくるときに用いる

SJ (ド.Fugen-s)として機能している。

rikeljusiten r金持ちの(ぜいたくな}
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rikeljusbern r災家の子女j keaplllanSeach r商人の目」

昏 ‘蔀盤調+属格'

て家や家族にあたる名澗を省略する場合。

by de Dykstra's rディクストラ一家のもとで」

it famke by de bakkers rパン践の張J

Wy geane neiρake-en-dy's. r私たちは祖父たちの家に行きますJ

(Zantema 1984: 174) 

@ 雲寺慌を表わ

を表わす名詞そ時間の冨tl認として用いる場合 (S51 (2))。ただし，

Eでは -s は霞語さと主~生する接臨辞として機能しており，議格という

:意識はほとんどない。

jfins r娩にJ simm邑rsr夏にJ sneins r日曜日にj

moarns betiid r朝早く J { de/ dy} sneins rその詰曜日にJ

okkerwyks r何週間が前J ien kear wyks r瑚に l@J

号う 代名謂に後続する移考察詞を名詩的に患いる場合

代名詞の後に罷く (s34 (4))。ただし，今出では腐格という意識はほと

んどない。

wat nijs r向か新しいものJ

wat foar moais rどんなすてきなもの」

認F ドイツ欝の etwasNeues r鰐か新しいものj，オランダ諾の watnieuws 

「何か新しいものJ という表現も詩様に腐格の語尾に出来する。 ただし，

今日ではドイツ緩でvonetwas Neuelllと言うことからわかるように，形

容鰐の名詞的用法と意識さ予れている。

(b) 弱変化のj議務 (deswakke genityf) 

欝変色の膿絡はかつての弱変化鰭障に由来し， -e [;:J]で示す。ただし，

々[;:J]で終わる語は無瀬尾である。

昨 日 開kellla(1992: 25)には，名詞が々で終わる場合にはぜとつづると

れているo

us bεppe' kralen r私(たち〉の謹母の真珠の首飾り j (ib‘25) 
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強変化のj議搭ほど広く用いられず，文欝的で古車な表現に多い (Dykstra

1985: 91)。

母親族名称. 1鷲節の人名.-eで終わる 2静節以上の人名， -enで終わる

民族名護数形

議接名教:としては heitr父j. mem r紙 j，pake r揺父j，beppe r杷

母j，omke r飴父j，muoike r柏母」に用いる。おもに所有関保を

わし，名詞の誌に置く。

heite hoed r父の鱈子J pake jierdei r揺父の誕生日J

Janne sylboat r 3ン (Jan)のヨットJ

Friezene frijheid rフリジア人の自由j (Friezen rブリジア人(複数

形)J← Fries) (狂oekema1992: 25) 

親族名称については， (aゅのように強変化の騒格 -sそ埼いて表現する

こともで、ぎる。

争男性名からi続生した配f持者名

男性名に母をつけて配構者を示す。諮問者名の前に置く。

Klaze Gryt rクラース CKlaas) リト J

Sikke Klaskeγシケ (Sikke)の妻クラスケ」

献次の語の -eは弱変化の震格に白米するが， つくる手段として用

いられているo

heitelan memmetaal r母語」

付属格以外による所有の表現

親族名肱や人名で属格のかわりに用いる表現がある O 語形に関係なく用い

ることがでぢ，務格による表現よりも…般的である。

① ‘名訴+ [所在代名詞÷名詞]' 

heit syn hoed r父の帽子J pake syn jierdei r祖父の難生日J

Piter Jelles syn tydskrift“For Hus en Hiem" I日ピテノレ・イェレスの雑

F家庭のためによ」

It keapmanseach sjocht fierder as de klant syn noas. r鴎人の聞

の鼻より透くを見る j (Zantema 1984: 482) 
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弱変化の鐸格と組み合わせて用いることもある。

It is hjoed us mem hαr heite jierdei. r今日は私たちの母の父親の挺

で、すJ (ULI'S， A 1: 8変更)

次の表現に技意 (940 (1)(a))。

heit {sines/sineね(t)}rお父ちんのものJ

経F 以上のような表現はオランダ語の口語やドイツ議の方言にも見られる。五長

た， ζの奪事実は「所有代名詞十名詞」や所有代名詞独立形のような名謂勾

よりもさらに大きな文成分の単伎があるこ kを示している。

φ 4名詞十[前置詞fan十名詞]' 

所有の意味以外でもさまざまな場合に広く鰐いるo

de hoed fan heit r父の耀子J de jierdei fan pake r祖父の誕生日J

it foar守vurdfan de bondel poi:!zy fan de jonge Fryske sl王riuwer詰“It

J onge Fryslan" .r若いブリジア人倖家の詩集『若いフリースラントsの

序文J (Piebenga 1957: 168) 

(d) 属格と認調

名詞の前に盤かれた属格は冠詞の現われる泣置さと占めるので，この場合に

は短詩がつかない。

{キin/*it/掛}pakes hus r祖父の家J (強変化の麟搭)

ドin/*it/針 pakehils r親父の家J (謁変化の属格)

次の表現でも冠詞はつかない。

{本in/ぺt/手}pake syn hils r祖父の委託J

(3) 地名と数訴の鯖尾‘-erき

そ修飾する強変化の農格同/ノs/-es)以外に，地名と数識は語尾 -er

(鵬ter，-ster， -rner)を伴って無変fとの形響調として惑いることができる。

これは格変化ではなく，形容詞化であるから，議格とちがって冠詞がつく 0

3 地名:務容能

de Hylper rneubels rヒルペン(オ.荘indeloopen ヒンデローペン)

む家異J (←註yl肝心
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De Ljouwerter Krante rリャウエト新関(フリ…スラントの代表的地

方紙，オ.De Leeuwarder Courant レ…ワルデン新聞J (←Ljouwert) 

長野 地名:名詞 r 出身〉の人J (捜数形

in Frjent対抗terrブリエンチニιノレ(オ.Franeker ブラーネケル)の

人J (← Frjentsjer) 

in Grouster rグラウ(;t.Grouw ブラウ)の人J (← Grou) 

in Drachster rドラハテン(オ.Drachten)の人J (← Drachten) 

in Hegemer rヘーへ(オ.日制g)の人J (← Heech) 

@数謂:名鰐ヘ.十代(..十歳くらい}の人j

in tritiger r30代の人. 30歳くらいの人」 tritich) 

次の表現も見られるが，ドイツ語的な表現 (germanisme) マある(~ 30 
(5)(6)②)。

yn 'e tachtiger jierren rSO年代にJ (←tachtich) 
西ブリジア語的には次のように表現する。

戸1'巴 jierr己ntachtich rSO年代にi

(4) 与絡のなごり

詰聾舗 teを伴った表現に与格のなごり(引が克られる (926(訟。

te'n goede fan 仁舗のためにJ te neate meitsje r水泡に帰する」

te {goed伶)/guodde}{halde/hawwe} r..を見込むj

telane rj蘭切に，しかるべく J (← te 1会ne)

terjocht(e) rましく，正しい金量にJ (← te rjochtゆ}

(5) r科書J. r所有j を表わす名翻句

自的措ではなくても，主語以外に文中で思いられて，制害

や身体部往，衣類など所有饗と関係の深い物事の荊脊の意味そ表わす各調匂

がある。ドイ

のにあたる。

務審

「自由 (ド.freier Dativ) とし れるも

Dat wie my in feest. rそれは払にとってはお祭りでしたJ (ULI'S， A 
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14: 15) 

“Sil ik om kertier oer trijen komme?"“Nee， eins is my dat te let." 

'3時 15分すぎに来ましょうかJ 'いや，じつはそれでは私には遅すぎ

るんですJ (Bangma 19932
: 22変更)

Winters is 't my te kald. '冬は私には寒すぎるJ (ULI'S， B 11: 9) 

②所有(身体部位，衣類など)

Hylke woeks heit boppe de holle. 'ヒノレケは父親の背(=頭)よりも

大きくなったJ (ULI'S， C 20: 4) 

It toanielspyljen sit de Friezen troch alle tiden hinne yn it bloed. '演

劇はどの時代にもず、っとフリジア人の血に宿っているJ (ULI'S， C 20: 

9) 

Sy fielde him deρ015. '彼女は彼の脈をはかったJ (ULI'S， A 6: 8変更)

Wat hinget my boppe de holle? '何が私の頭上に掛かっているのだろ

うJ (Bangma 19932
: 76変更)

De kjeld gyng him troch de lea， mar de holle wie him gleon. '寒気が

彼の体に走ったが，彼の頭はほてっていたJ (ULI'S， A 6: 8) 

Mannich bern geane de eagen pas iepen as de alden se ticht dogge. 

「多くの子供は親が目を閉じるときになってやっと日を聞く(=...多く

の子供たちの自が聞く) (=孝行したいときに親はなし。ことわざ)J

(Beintema 1990: 16) 

(6) 目的語の語順

(a) まとめ

定動詞が要求する目的語名調句が一つの場合には，その目的語名詞句は直

接目的語と解釈される。

定動詞が要求する目的語名詞句が二つの場合には，先行する名詞句が間接

目的語と解釈され，間接目的語+直接目的語」という語順になるのが原則

である。定動詞，間接目的語，直接目的語はたがいに隣接している必要(隣

接条件)はなく，副調など他の要素が介在してもいい。
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間接目的語は直接目的語が後続することを前提とするので r直接目的

語+間接目的語」という名調句の語順はかなり不自然である。ただし，直接

目的語か間接目的語かの判断は，たとえば「人に(=間接目的語)物事を

(=直接目的語)与える」のように意味によってもある程度可能なので，

まったく許されないというわけではないが，それでもかなり無理な表現にな

ることが多い。そのような場合には，間接目的語の部分を oanr に」など

の前置詞を伴う前置調句にすれば，名詞句の数が一つになり，その名詞句は

一義的に直接目的語と解釈されるので問題がなくなる。間接目的語に相当す

る前置詞句と直接目的語名詞句の語順は自由である。

官「間接目的語+直接目的語」という語順は英語と同じだが，西フリジア語

には隣接条件がない点が異なる。「直接目的語+間接目的語」という名調

句の語順が不自然であるのは，与格と対格を形態的に区別するドイツ語と

は異なるが，隣接条件がないことは共通している。以上の 2つの点で西フ

リジア語はオランダ語にもっともよく似ている。

目的語が代名詞の場合には，その代名調を主文の第 2位を占める定動調

や，補文導入要素(従属接続詞，関係詞，間接疑問文の疑問調)の直後に連

接形(itklitik)のように付随させようとする傾向がある。したがって，代

名詞が目的語名調句を飛び越えてその位置に置かれる場合には r直接目的

語(代名調)+間接目的語(名詞句)J という語順も見られることになる。

両方の目的語がともに代名調の場合には，直接目的語がitrそれを」のよ

うにアクセントをもつことができない代名詞ならば， itを間接目的語代名調

を飛び越えて，定動調の直後に連接形のように付随させることが好まれるの

で r直接目的語(it)+間接目的語(代名詞)Jの語順がもっともふつうに

なる。この場合 r間接目的語(代名調)+直接目的語(it)J という語順も

可能だが，それほど一般的ではない。

(b) 用例と解説

例として，動詞jaanr与える」を用いた文で以下にその典型的なパター

ンを示す。ただし，もっとも自然な語順の判定には，このほかに文脈や話者

の発話意図を考慮しなければならない。
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① 直接目的語と間接目的語がともに名調句の場合

「間接目的語+直接目的語」という語順になる。

Ik joech juster myn j均ondat boek. I私は昨日私の友人にその本をあげ

たーJ (以下，訳文省略)

上記の文がもっともふつうだが，以下の文も可能で、ある。一般に，文末

に近い文成分は情報量が多く，新しく伝えるべきものである場合が多

しユ。

Ik joech myn freonj juster Ol dat boek. 

Ik joech myn j均onldat boekj juster Ol oj・

「直接目的語+間接目的語」という語順はかなり不自然である。

?Ik joech juster ぬtboekj m.川斤eonoj 
?Ik joech dat boekj juster myn freoη の

?Ik joech dat boekj myn j均onjjuster Ol の
ただし，間接目的語の部分が前置調句ならば，上記の語順は自由であ

る。

Ik joech juster oan myn j均ondat boek. 

Ik joech oan myn j均onjuster dat boek. 

Ik joech oan myn freon dat boek juster. 

Ik joech juster dat boek oan myn jヤ'eon.

Ik joech dat boek juster oan myn jケ'eon.

Ik joech dat boek oan myηj均onjuster. 

どちらかの目的語が前域(主文の定動調の直前)に置かれる場合，直接

目的語が前域に置かれたときには，後続する名詞句を欠く間接目的語は

不自然である。

? Dat boekj joech ik juster myn j均onoj. 
Mynj均onljoech ik juster Ol dat boek. 

このような場合には間接目的語の部分が前置調句で現われていているこ

とが望ましい。

Dat boek joech ik juster oan myn j均on.
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Oan myn j均onjoech ik juster dat boek. 

② 間接目的語が人称代名調の場合

「間接目的語+直接目的語」という語順になり，間接目的語代名詞は定

動詞の直後に添えられる。

Ik joech himl juster Ol dat boek. r私は彼に昨日その本をあげたJ (以

下，訳文省略)

Ik joech himl dat boekj juster Ol oj・

ただし，間接目的語代名詞がアクセントを伴って独立性が高くなる場合

には，定動詞の直後に添えなくてもかまわない。

Ik joech juster HIM dat boek. (HlM:大文字表記はアクセントを伴う

ことを示す。以下同様)

「直接目的語+間接目的語」という語順は間接目的語にアクセントを置

いてもかなり不自然である。

Ik joech juster dat boekj {*him/?HlM}の

Ik joech dat boekj juster {叩im/?HlM}仇

Ik joech dat boekj {*him/?HlM}ljuster Ol oj. 
このような場合には，間接目的語の部分が前置詞句として現われている

ことが望まししそうすれば前置詞句と名詞句の語順は自由である。

Ik joech juster dat boek oan him. 

Ik joech dat boek juster oan him. 

Ik joech dat boek oan him juster. 

Ik joech juster oan him dat boek. 

Ik joech oan him juster dat boek. 

Ik joech oan him dat boek juster. 

③ 直接目的語が人称代名調の場合

直接目的語が itのようにアクセントをもつことができない場合には， it 

が定動調の直後に添えられる。そうでない文は不自然である。

*Ik joech juster myn j均onit. r私は昨日私の友人にそれをあげたJ (以

下，訳文省略)
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*Ik joech myn j均onjjuster世1it. 

*Ik joech myn j均onjifj juster oj Oi. 

*Ik joech juster ifj myn j均onOi・

官 itが文末に置かれていない後半の 2つの文は itが文末に置かれている前

半の 2つの文よりも認容性が高いという判断もある。

直接目的語の itが定動詞の直後に連接形のように添えられると，-間接

目的語+直接目的語」という語順にはならないが，直接目的語がアクセ

ントをもたない代名調なので，この語順が許される。

Ik joech 角justermyn j均oη 仇

Ik j oech i~ myn角 onfjuster Of Oi・

もちろん，間接目的語の部分が前置調句ならば問題がない。

Ik joech it juster oan myn介eon.

Ik joech it oan myn j均onjuster. 

ただし，直接目的語の itが定動調の直後に添えられるという条件が満

たされなければ，間接目的語の部分が前置詞句でも自然な文にはならな

しユ。

*Ik joech juster oan myηj均onit. 

*Ik joech oan myn j均onjuster it. 

*Ik joech oan myηj均onit juster. 

*Ik joech juster it oan myn斤eon.

F 最後の文は他の 3つの文に比べて認容性が高いという判断もある。

直接目的語の代名詞がアクセントを伴って独立性が高くなる場合には，

両方の目的語が名詞句である①②と同様に，-間接目的語+直接目的語」

という語順もある程度許される。 itはアクセントをもつことがないの

で，指示代名調 datで代用する。間接目的語にあたるものが前置詞句で

あれば問題がないのは，①②と同様である。

Ik joech {myn freon/oan myn j均on}DA T juster 

Ik joech juster DAT {?myn j均on/oanmyn j均on}.

Ik joech {?myn freon/oan myn freon} juster DAT. 
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Ik joech juster {?myηfreon/oan myn j均on}DAT. 

官名詞句 mynfreon r私の友人に」を用いた場合， DAT rそれを」が文末

に置かれた後半の 2つの文はかなり容認性が低い。

datがとくに強いアクセントをもたない場合には， itを用いた場合と同

様の語順も許される。

Ik joech dat juster {m.川 j均on/oanmyn j均on}.

Ik joech dat {問 nfreon/oan myn j均on}juster. 

④ 直接目的語と間接目的語がともに代名詞の場合

直接目的語代名詞がアクセントをもち得ない it以外の場合には，①②

と同様に「間接目的語+直接目的語」という語順がふつうである。

Ik joech himl dal; [juster仇め].

?Ik joech dal; himl [juster Ol Oi]. 

しかし，直接目的語がアクセントをもち得ない itの場合には，間接目

的語代名詞を飛び越えて itを定動調の直後に添えることが好まれる。

したがって，例外的に「直接目的語(it)+間接目的語」のほうが「間

接目的語+直接目的語(it)J よりもふつうになる。

Ik joech it; himi juster Oi Oi・「私は昨日彼にそれをあげたJ (以下，訳文

省略)

次の「間接目的語+直接目的語(it)J という語順の文も可能だが，上

の文ほど一般的ではない。

Ik joech himl il; juster Oi Oi 

それ以外の文は不自然である。

*Ik joech juster him it. 

*Ik joech juster it; him Oi 

*Ik joech himl juster Ol it. 

*Ik joech il; juster him Oi 

アクセントを置いて文成分としての独立性を高めれば，ある程度，定動

調の直後に置く必要はなくなる。

Ik joech himi [juster Oi DAT]. 
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?Ik joech daf:; [juster HIM oj]. 

?Ik joech [juster HIM DAT]. 

?Ik joech [juster DAT HIM]. 

~ 32 縮小形 (itferlytsingswurd， it diminutyf) 

(1 ) まとめ

個々の物事を指す名詞の多くは，語末音の種類に応じて 3種類の接尾辞の

どれかを伴って縮小形をつくることができる。縮小形は名詞自体の意味は変

えず、に小さいものを示すのが基本だが，愛着などの感情を伴うことが多く，

使用頻度も高い ((2)) 。縮小形は複数形と同様に短母音化(~ 9 )や「割れ」

(~ 10) を伴うことがある。短母音化は複数形の場合よりも起こりやすい

((3))。

縮小形の文法性は中性である。ただし，男性名の縮小形から女性名を派生

することがあり，この場合には中性の扱いを受けない ((4))。

(2) 縮小形の種類

(a) 接尾辞 -ke，恒je，ヤ

縮小形の接尾辞には -ke，-tsje，忙の 3種類があり，語末音によって決

まっている。くだり二重母音を除いて，母音 -e[Cl]で終わる語は -e[Cl] 

を落としてから接尾辞を決める。

① 接尾辞 -ke[kCl] 

あいまい母音 -e[Cl]を除く母音(ただし， くだり二重母音は別)およ

び両唇音p[p]， b [b]， m [m]，唇歯音f[f]， v [v]，歯茎音のなか

で摩擦音s[s]，ふるえ音r[r]の後。

bui [bぽ y]，にわか雨」→ buike

bedriuw [bCldrjyu， bCldrjo:u] ，企業，経営」→ bedriuwke

strie [striCl] ，藁」→ strieke

tobbe [tobd] '.桶」→tobke[topkCl] 

gref '墓」→ grefke
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stove [stO:V;:JJ ，-足温器，あんか」→ stoofke [sto:fk;:JJ 

p1eats [plI;:JtsJ ，-農場」→ pleatske

ker [kEsJ ，-ろうそく」→ kerske stjer'-星」→ stjerke

② 接尾辞 -tsje[t¥;:JJ 

歯茎音のなかで閉鎖音t[tJ (t-tsje→ tsje) ， d [dJ (d-tsje→ d吋e)，

側音1[lJ，鼻音n[nJの後。

presint ，-プレゼ、ント」→ presintsje

k1eed [k1e:tJ ，-敷物」→ k1eedsje [k1e:t¥;:J J 

1eppe1 ，-スプーン」→ 1eppe1tsje trein'-列車」→ treintsje

-stの後については(b)①参照。

③ 接 尾 辞 骨 [j;:JJ

軟口蓋音 k[kJ， ch [xJ， g [γJ (ge作→ chje)の後。

b1ik ，-缶」→ b1ikje each ，-目」→ eachje

bigge [bIy;:JJ ，-子豚」→ bichje[bIxj;:JJ 

-ng(e) [!J(;:J)Jで終わる語は -nk-je[!Jkj;:JJとなる。つまり，正書法上

はg(e)が kに変わって接尾辞骨が選ばれ，発音上は[!JJと [j;:JJの

あいだに [kJ が挿入される(~ 14 (l)(b)， Visser 1989: 193， Hoekstra 

1986: 147)。

jonge [jo!J;:JJ ，-男の子」→jonkje[jo!Jkj;:JJ 

wang [va!JJ ，-頬」→ wankje[v勾kj;:JJ

".-接尾辞ーjeを接尾辞ーt吋e([tj8]→ [tSj8]→ [t¥8] )の変種と見れば，接

尾辞の種類は 2種類になる ((b)①， 314 (3))。

(b) 例外

① 引で終わる語には t の脱落(~ 17 (2)(b)) の順序によって揺れがあり，

stke [skdJ / -stje [¥;:JJの両方の語形が併存する場合が多い。

もtke[sk;:JJによる語形は， [tJが脱落した後で(a)①に従って [sJに

続く接尾辞 -keが選ばれることによる。

[st-縮小]→ [s-縮小]→ [skdJ

一方， -stje [¥;:JJによる語形は， [tJが脱落する以前に(a)②に従って
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-tsjeが選ばれ，その後で [t]が脱落することによる (Visser 1993: 

125f.)。ただし，この場合，つづりでは(a)③のーjeが選ばれているよう

に見える。

[st吋a]→ [st-tsja]→ [stsje]→ [ssje]→ [sja]→ [¥a]

nest [nε:st] r巣」→ nestke[nEsb]/nestje [nE¥a] 

fust [fust] r握りこぶ、し」→ fustke[fuska] /fustje [fu¥a] 

bist [bIst] r動物」→ bistke[bIsb] /bistje [bI¥a] 

②最近の外来語などでは，オラン夕、語の影響であいまい母音 -e[a]以外

の母音の直後にーkeだけでなく， -tsje [t¥a] も見られる。

buro r事務所」→ buroke/burootsje foto r写真」→ fotoke/fotootsje

in {twake/twatsje} rタゲリ(鳥名)の巣の中にある 2個の卵」

(Zantema 1984: 1099) 

E 最近ではそのほかの語についてもオラン夕、語の影響で-tsjeが見られるこ

とカまある (Breuker 1982， Breuker et al. 19922
: 15)。

finger r指」→fingerke/(fingertsje) (オ.vingertje) 

(3) 短母音化 (s9 )と「割れJ (s 10) 

複数形の場合と同様に，縮小形では短母音化と「割れ」が起こることがあ

る。これは語桑によって決まっており，特定できない。

(a) 短母音化

短母音化は縮小形のほうが複数形よりも起こりやすい。たとえば次の語は

複数形では短母音化を起こさない。

priis [pri:s] r 11直段」→縮小形 pryske [priska] /複数形 prizen 

[pri:zan] (以下同様の順)

gles [glc:s] rグラス，コップ」→ gleske[glEska] / glezen [glE:zan] 

lape [la:pa] r布切れ」→ lapke[lapb] /lapen [la:pan] 

bran [bn:n] r火，火災」→ brantsje[br5nt¥a] /branen [br5:nan] 

hdf [h::d] r果樹園，屋敷」→ hofke[h5fka]/hoven [hヨ:van]

koeke [ku:ka] rクッキー」→ koekje[kukja] /koeken [ku:kan] 
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skuf [sky:f] ，-引き戸」→ skufke[sky(:)fkd] /skuven [sky:v;m] 

(b) ，-割れ」

短母音化とちがって複数形との頻度の差はとくにない。たとえば次の語は

複数形でも「割れ」を起こす。

priem [pri;:，m] ，-編み棒」→縮小形 priemke[prj imk;:，] /複数形

priemmen [prjim;:，n] (以下同様の順)

feart [fI;:，t] ，-運河，航行」→ feartsje[fjtt¥;:，] /fearten [fjtt;:，n] 

spoen [spu;:，n] ，-(材木などの)切れ端」→ spuontsje[spwont¥;:，] / 

spuon田 n[spwon;:，n] 

次の例も参照。

fj oer [fju;:，r] ，-火」→ fjurke[fjorkd] /fjurren [fjor;:，n] 

(4) 縮小形による女性名

男性名の縮小形から女性名を派生することがある。これは縮小形である

が，中性名調の扱いは受けない。

Jan ，-ヨン(男性名)J → Jantsje，-ヨンチェ(女性名)J (以下同様の

順)

Piter ，-ピテル」→ Piterke，-ピテルケ」

Sytse ，-シツエ」→ Sytske，-シツケ」

Klaas ，-クラース」→ Klaske，-クラスケ」

皿形容詞 (iteigenskipswurd) 

~ 33 品調の区別と用法の区別

i) it moaie famke ，-美しい少女」

ii) Sytske is moai. ，-シツケは美しい」

Sytske wurdt moai. ，-シツケは美しくなる」

Sytske bliuwt moai. ，-シツケは美しいままでいる」

Sytske liket moai. ，-シツケは美しいように思える」
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iii) Sytske sjongt moai. rシツケは美しく私ツ」

上記の例は形容詞 moair美しい」の 3簿類の用法を示している。 i) 

を「限定用法J (it attributive gebruk)， ii)そ「叙述患法J (it predika-

tive gebruk)， iii)を「副翻用法J (it adverbiale gebruk) と呼ぶ。 ii) と

iii)をまとめて「独立熊法J (it selsstannige群 bruk) と呼ぶ。

西フリジア語の moaiはドイツ欝やオラング、語と同様に，叡滞用法と爵議

題誌で詩形としての託部がない。形容諮から副詞を派生して語形を区別する

英語とは異なっている(伊U: beautifulーや beautifully)。

3例の moaiは品調 (dewurdsoart) としてはすべて野容詞であり，

るのは用法 (itgebruk)であるo 英語では副調用法会接定用法と叙述

用法から としても している。

これにたいして，次の hjirrここj は

ある。

としては磁謁(itbywurd)で

iv) Sytske Is hjir. rシツケはここにいる」

v) Sytske sjongt hjir moai. rシツケはここ しく歌っている」

vi) Kom hjir ris. rちょっとここにおいでよJ

副詞は藤野変化しない。たとえばhjir~名詞にたいして規定的に吊いる

場合には，無変化のまま名詞の後に霊く。

it klimaat hjir rことの気候」

リジア懇の形容詞はドイ ランダ諾とi奇様に，限定用訟では名

議に前置され，語罵を持うことがあるが，独立朋法(叙述用法と説錦用法)

では無変北である。このように，西フリジア語の影響調は語形変化にかんし

て限定用法と数食用法の区艇が重要でドある。形響詩の多くは鞭定用法と

男法の開方で用いられるが，どちらかの諮法でしか使えないものもある。限

よりも使揺可能な形容語の数が多い。

~ 34 形容闘の語形変化と用法

(1 ) まとめ

には際窓用法で -e，-en， -sの語尾がある。強立用法ではそのよう
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な語揺はつかない。

きる ((3)(a)，(4)) 0 

-e， -enを伴った形容欝は名詞的に用いることがで

形容詞は名詞にたいして限定的に患いる場合には，名謁の吉台に震設さ，語尾

-e， -enを伴うことがある。もっとも…般的な語障は d であり，後続する名

詞の性・数や限定認の糠類によって現われかたが決まっている ((2))。

F霊法で用いられる語毘 -enはとくに

的な内容を強める Fきわめて..なJ) はたらさ

語尾 -sを停って不定代名詞とともに用いる

と呼ばれ，野容詞の意味

る ((3Xb))。

は，形容詞は不定代名

調の後に罷く((5})。また， learaar Frysk rブリジア語教師」のよう

にも注意が必要である((的。

名詞勾を伴って影容認句そ形成する は r名詞勾十野容謡」の語願

がふつうである G 詰置詞匂 て形容詞句を形成する場合には r話量認

匂十形容詞」のほかに「形容器や前置詞句」の諒綴が可能である {(7))0 

文章語では，隈定期法で譲定詞と名詞のあいだに民い形容詞匂{分翻旬を

含む)をはさみこんだ，いわゆる「誼鶴勾J が見られる((紛。

(2) 語尾ゅI<無語尾〉

(a) 紫語罵

く蕪語尾〉は中性名詞単数形について，次の場合だけに隈られる。その他

の場合はすべて謡選必を伴う。

① F民主主務〈短詞・代名誠・農務など)がない場合

会ldbier r古いビールJ

器 不 定 冠 詞 in，否定冠詞弱inの後

in ald has gjin ald has r者い家(.. )でない」

φ 数罷ienの後

ien ald hus r一軒のさい家」

三会所有代名詞 (mynr私のJ など)の後

us ald hus r'.fkたちの古い家J
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⑤ 属格名調の後

pakes ald hfis '祖父の古い家」

『標準オランダ語では形容詞は中性名調の場合でも所有代名調と属格の後で

語尾 -eを伴う。

オ. {ons/ grootvaders} oude huis ，{私たちの/祖父の}古い家J (← oud 
「古しコJ)

この場合，語尾 eを伴うのはかつての弱変化，伴わないのはかつての強

変化に由来する。形容調の弱変化はゲルマン語特有の発達であり，元来，

「個別化・限定」を意味した。限定用法の形容調が定冠調や指示調の後で

弱変化し，不定冠詞の後で強変化するのはそのためである。ただし，所有

代名詞と属格の後で弱変化するか強変化するかは言語によって差があり，

それが上記の違いに現われているといえる。

⑥ 不 定 代 名 調 :elk/elts/ider 'どの..も J，mannich '多くのJ，hoe'n 

(+可算名調)/hok(+不可算名詞)/hokker /hokfoar (in)/watfoar (in) 

「どんなJ，sa'n (+可算名調)/sok(+不可算名詞) ，そんな」の後

elk ald hfis 'どの古い家も J mannich ald hus '多くの家」

{hoe'n/hok in/hokker /hokfoar (in)/watfoar (in)} ald hfis 'どんな古

い家」

sa'n ald hus 'そんなに古い家」

G r  sa'n ald hus 'そんなに古い家」の saはaldを修飾している。本insa ald 

hus '同上」は不可 ((3)(b))。

オランダ語も同様。

{zo een oud huis/*een zo oud huis} ，そんない古い家」

(b) まとめ

まとめると次のようになる。語末音の無声化と正書法に注意。

両性

く単数〉

goede wyn'良いワインJ(←goed)

in hege toer '高い塔J (← heech) 

elk hege toer 'どの高い塔も」

中性

く単数〉

goed bier '良いビール」

in heech gebou '高い建物」

elk heech gebou 'どの高い建物も」
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myn leave soan r私の愛する患デJ myn leaf famke r私の愛する少女J

Ieaf} 

J eIIes leave話oanrイょにレの捜する怠 J elles leaf famke rイエレの愛する

子j 少女j

{ de/ dizze/ dy} g均erokr{その/この/あ {it/dit/dat} grize boek r{その/こ

の}灰舎のスカート J(←griis) の/あの}探色の本J

く複数〉 く複数〉

hege tuorren hege gebou双ren

myn leave famkes 

Pyts leave famkes 

myn leave soannen 

Pyts leave soannen 

{de/ dizze/ dy} grize rokken {dむ/dizze/ dy} grize boeken 

(c) 例外 1

次の場合には形容拘はつねに無変化である。

〈号 -er をつけて形容詞北した地名と数詞(~ 31 (3))， rjochter r右のJ，

Iofter r左のJ

己む

it Makkumer ierdewurk rマクムの掬菜J (← Makkum rマクムJ)

twa {rjochter hannen/rjochterhannen} hawwe rとても器用である

{ェ二つの右手をもっている)J

る外来語の形容鍔および語末音があいまい母音 [;:)Jの形容

話

in prima oplossing r見事な解決J (ト primar見事なJ)

in berne Fries r生粋のアリジア人J (←berne r主主粋の，生まれたJ)

本来のフリジア諦の形容詞は語末習が母音でも諾騒々を伴う O

it reee antwurd r用意し?と返事」 ree r懇意のできたJ)

命不定器詞inを前に蹴き，おもに男性の人について性格や職業など

を強調する

in nuver man r変わった男J

in grut skriuwer r偉大な作家」くロ;>in grutte skriuwer r背が高い作家」
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噌P オランダ語も

ヌt.日eれ grootschrijv日1・「偉大な作家j紳 eengrote schrijver r背が高い

Foar us wie de smid in wichtich man. r私たちにとってその鍛冶盤さん

は大切な人でしたJ (ULI'S， B 12: 7) 

1n lyk man is in ryk man. r 1寄金のない者は;裕嬬な者だJ (Bosma愉

Banning 19812
: 29) 

@話者や相手がよく知っている脅定の人や動物・物事などを親近感を交え

て話題にする場合

静容謂の種類は aldr老いたj，jong r若いJ，grut r大きいj. lyts r小

'dしりなど少数に隈られる。名認とともに 1語の合成語のよう

れ，アクセントは後続する名詞に薗かれる。

dat grut hynder rあの大議j dy jong feint rあ

Pyt， de ald man rあのピトのじいさんJ

dat lyts Ms rあの小家(農家の離れ)j

myn ald skammels ，.私のガタがきた足J (Fokkema 19672
: 45) 

1 慈の名詞として臨怒した鰐もある(~21申告〕。

jongfeint [joufaint， ..fgint] ，.若造」

aldman [:>:tm5n] ，.じいさんJ 狩sMs[litshu:s]司、家J

職務，会的な名，称，専門用語など，名調とともに l語の合成語のように

れているもの。とくに中性名澗尊重数影に多い。

it h明 erunderwiis ，.高等教育j it i待 相bierferfier ，.公共輸送J

it finansjeel ferslach r会計報告j it deistich wurk r呂々の仕事」

ただし，援数懇では語尾必がつく。

it rinnend nijsbled ，.かわら諜{単数形)J宇:>de rinnende nijsbleden 

(複数形)J (ULI'S， A15: 8) 

it {betreklik/betreklike} foarnamwurd ，.関係代名詞{頭数形)J

くi=>de betreklike foarnam玖rurdenr詩さと(捜数形)J

向性名言者でも単数形で無競識の場合に無稽踏のことがある。しかし，冠
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詞を伴ったり，複数形になったりすると語尾 -eがつく。

{wittenskiplik/saaklik} direkteur ，-{研究/事務}主任(単数形・無冠

言司)J

くi=>de {wittenskiplike/ saaklike} direkteur ，-同左(単数形・定冠

詞)J

(de) {wittenskiplike/ saaklike} direkteuren ，-同左(複数形)J

次の相異に注意。

it Frysk Ynstitut oan de Ryksuniversiteit te Grins ，-フローニンゲン

(オ.Groningen)大学フリジア語学科」

く二今 deFryske Akademy te Ljouwert ，-リャウエト (オ. Leeuwarden 

レーワノレデン)のフリスケ・アカデミー」

F オラン夕、語でも同様である。

⑥ 比較級限定用法で名詞句に限定詞(冠詞，代名調，属格)がつかない場

合 (~35 (2)(b)①)。

It iintstean fan de steden is fan letter tiid as dy fan de doarpen_ ，-都

市の成立は村の成立よりも後の時代のことであるJ (ULI'S， C 11: 2) 

⑦ in oar ，-ほかの{人/もの}J

Wat sil in oar derfan sizze? ，-ほかの人はそのことについて何と言うだ

ろう J (Zantema 1984: 675) 

ただし，名詞が後続する場合には語尾 -eをつける。

in oare man ，-ほかの男の人」 in oare kleur ，-ほかの色」

定冠詞がつくときには語尾 -eをつけてもっけなくてもいい。

fan it ien(e) yn it oar(e) ，-あることからほかのことへJ (Zantema 1984: 

675) 

(d) 例外n:語尾 -e

① 限定用法の最上級

最上級は限定用法で中性単数でもつねに語尾 -e を伴う(~ 35 (2)(c)②)。

myn {leafste/*leafst} ferhaal ，-私のいちばん好きな話」
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② 限定用法の序数調

序数調は限定用法で中性単数でもつねに語尾 -eを伴う。

in {tredde/吋red}bern ，-3番目の子供」

叙述用法では次のようになる。

Sjouke is {tred/ de tredde}. ，-シャウケは 3番だ」

( e) 例外m:く無語尾>/語尾 -e

① -enで終わる材質を示す形容調および過去分詞

自enで終わる材質を示す形容詞および過去分調では，語尾 -eの有無は任

意である (Hoekema1992: 3)。

in {houten/houtene} leppel ，-木製のスプーン(単数形)J

(de) {houten/houtene} leppels ，-木製のスプーン(複数形)J

in {brutsen/brutsene} panne ，-こわれたフライパン(単数形)J

(de) {brutsen/brutsene} pannen ，-こわれたフランパン(複数形)J

-enで終わっていても材質を示さない場合には語尾 -eを伴う。

in {*libben/libbene} taal ，-現在使われている言語(単数形)

(de) {*libben/libbene} talen ，-現在使われている言語(複数形)J

.". linnen r亜麻の」には linnensr同左」という異形があり，やはり無変化

である。

izeren r鉄の」は語尾 -eを伴うと iz(e)reneのように語中母音-eが消失す

ることがある (Hoekema1992: 1)。

② 語尾 -eの有無と意味・用法の差

語尾 -eの有無によって意味・用法に差が見られる語がある。

gans ，-多くの(無語尾)J宇)，-全体の，長い，大きい(語尾モ)J

yn gans gefallen ，-多くの場合にJ gans snie ，-多くの雪」

く斗 deganse dei ，-1日中J ganse ferhalen r長大な物語(複数形)J

(3) 語尾 -en

語尾 -enには次の 2種類があり，それぞれ用法が異なる。このほかに形容

詞の名詞化(4)でも -enの語尾が出る。ただし -enで終わる材質を表わす
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形容調には語尾 -enはつかない (Hoekema1992: 4)。それ以外の -enで終

わる形容調(過去分調を含む)にはつく。

(a) ‘{in/gjin/sa'n/ien} +形容詞 -en'

不定冠調 in，否定冠調 gjin，不定代名詞 sa'n，数詞 ienの後では，形容

詞が語尾 -enを伴って名詞句のかわりになる。かわりになる名詞句は両性で

も中性でもいい。語尾 -enはなくてはならない。

Myn fyts is stikken gien. Ik wol 仇 nijenha. ，-私の自転車はこわれた。

新しいのがほしいJ (← nij ，-新しいJ)

Dit is it iennichste wurdboek dat ik ha. Ik ha gjin betteren. ，-これが私

がもっている唯一の辞書です。これより良いのはもっていませんJ (← 

goed ，-良いJ)

Sa 'n djoeren ha ik net. ，-私はそんなに高価なのはもっていなしユJ (← 

djoer ，-高価なJ)

Ik ha hjir ien lytsen. ，-私はここに小さいのをもっているJ (← lyts ，-小

さいJ)

Dy't by elk in besten is， is in minnen foar himsels. ，-だれにとっても

良い人は自分にとっては悪い人だ(ことわざ)J (Beintema 1990: 17) 

この場合，形容調の後に ienを伴うことがあり形容詞 -en+ieがを一語

でつづることもある。ただし，数調 ienの後ではあまり好まれない (Van

der W oude 1981: 177)。

Ik wol {in nijen ien/ in nijenien} ha. ，-私は新しいのがほしい」

Ik ha {gjin betteren ien/ gjin betterenien}. ，-私はもっと良いものを

もっていない」

{Sa'n grutten ien/Sa'n gruttenien} ha ik net. ，-そんな大きなものは私

はもっていない」

in， gjin， sa'n， ien以外の後では語尾 -enはつかず，語尾 -eを用いて名

詞句のかわりにする ((4)参照)。

“Ik ha hjir twa blommen， {in reαden/ in readen ien/ in readenien} en 

{in gielen/ in gielen ien/ in gielenien}. Hokker wolsto ha?"“Jou my 
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{めI reade/本めI readen} mar." ，-私はここに花を 2本もっている。赤い

のと黄色いのだ。どれがほしいかねJ ，-赤いのをちょうだいJ (← read 

「赤いJ，giel ，-黄色いJ) (Van der Woude 1981: 176変更)

『英語の anew one， a better oneに似ているが，西フリジア語では in，gjin， 

sa'n， ien以外の限定詞とは使えない点、が異なる。

不定代名詞に直接，語尾 -en(t)がついた次のような表現もある。

sa'nen(t)/ sa'nenセn/，-そのような{人/物事}J

gjinnen(t)/ gjinien ，-何(だれ)も..ないJ (*gjinnen(-)ienは不可)

hoe'nen(t)/hoe'n(en)-ien ，-どんな{人/物事}J

1k wol {sa'nen(t)/sa'nen-ien} ha. ，-私はそんなものがほしい」

1s der no {gjinnen(t) /キ'gjinnen(二)ien}dy't dat dwaan kin? ，-それがで

きる人はだれもいないのだろうか」

(b) 強調の語尾 -en

不定冠詞 in，否定冠詞 gjin，不定代名詞sa'nの後では，形容調の意味的

な内容を強調する場合に語尾 -eのかわりに語尾町田を用いることがある。

形容詞には名詞が後続する。

in dregen baas ，-とても厳しい上司J (← dreech ，-厳しいJ)

sa'n swieten dream ，-そんな甘い夢J (← swiet ，-甘いJ)

1k haw sa'n Q危ryslikenpine yn 'e holle. ，-私は頭がすごく痛いJ (← 

δfgrys1ik ，-すごいJ) (Sytstra/Hof 1925: 97変更)

中性名調単数形では強調の語尾 -enは現われない。

Sa'n {β'uch/*fluggen} hynder hawwewy noait sjoen. ，-そんなに速い

馬は私たちは見たことがないJ (it hynder ，-馬J)

指示代名調や名調複数形でも強調の語尾 -enは現われない。

Dy {drege/キdregen}baas mei ik net lije. ，-あの厳しい上司には私は耐

えられないJ (← dreech ，-厳しいJ)

Se binne gjin {hjitte/* hjitten} patriotten. ，-彼らは大変熱烈な愛国主義

者というわけではないJ (←同it，-熱烈なJ，patriot ，-愛国主義者J)

『強調の語尾 -enは不定冠調 mに由来する。たとえば， sa'n swieten dream 
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「そんな甘い夢」という表現は次のようにして生じた。すなわち， sa'n (= 

sa in) dream Iそんな夢」という名詞句において，形容詞swietI甘い」

がsaの直後に挿入されて saswiet in dreamとなり，不定冠調inが例外

的に形容詞swietの後に位置することから，当時の男性単数強変化の語

尾-enとの類推で形容詞の変化語尾と解釈され (swiet in → swiet-in→ 

swieten)，その結果，新たに swietの直前に不定冠詞inを挿入した。こ

のことから強調の語尾-enが中性名調単数形，指示代名調，名詞複数形と

は共起しない理由が説明される。かつてはオランダ語にも同様の語尾が

あったことが知られている (Vander Meer 1987)。

次の英語の例を参照。

エ.so sweet a dream Iそんな甘い夢」

次のようには言わない。

{*sa swiet in dream/*in sa swiete dream} I向上」

(4) 形容詞の名調化

(a) 語形変化

形容調が名調を伴わずに名調句としてはたらくことを形容詞の名詞化とい

う。以下にまとめて示す(例. goed I良いJ)

人 : 物事:

単数 単数

{in/gjin/sa'n/ien} goede {in/gjin/sa'n/ien} goede 

{myn/Jelles} goede {myn/Jelles} goede 

{de/dizze} goede {it/dit} goede 

複数 複数

goeden goede(n) 

{gjin/sokke} goeden {gjin/sokke} goede(n) 

{myn/Jelles} goeden {myn/J elles} goede(n) 

{de/dizze} goeden {de/dizze} goede(n) 

語尾は限定用法の場合に似ているが，一部で異なり，複数で人を示すとき
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には暢en し)， ときにはモまたは -enを用いるo

お 複 数 の 人 :-en 

Oareηtinke sa't jo ek tinke. rあなたが考えているように他の人たちも

ている」 oar rft主的J) (ULI'S， A 16: 7 

Sport is foar de measte匁 infoarm fan ferdivedaasje. ，.スポーツ

分の人々にとっ

(Bangma 19932
: 154 

@ 接数の物事:吃(n)

ひとつの形式であるJ (← m部以下大部分のJ

Fan myn boeken binne dit de ttldste仇:).r私の本の中ではこれらがいち

ばん古いものですJ (←ald r古いJ) (Hoekema 1992: 4) 

(b) 鰭賂 ω加とむ憂い分け

形容認の名詞化のほかに，単数懸の一部では諮罷 .en((3)(a)) による表麓

も可能である。この場合，人をホすときには

(Hoekema 1992:心。

CD 単数の人:語建-en

-enのほう まれる

Dy man moast mei oppasse: dat is in minnen. rあの入には気をつげな

さいよ。惑い人だからJ (← min ，-悪いJ) (誌oekema1992: 4変更〉

@ 単数の物事:吠n)

Sjochst dy tafel? Wat in grutte(n)! rあのテーブル見える? なんて大

浅いんでしょう J (← grut r大きいJ) Ob. 4) 

(5) 語蕗 4

不定代名詞に続く形容詞で用いる。

wat bysunders r {i'iJか特別なもおJ (←bysunder r特到なJ)

folle goeds rたく 1きんの長いものJ (← goed r良いJ)

neat betters r将ももっと良いもの..でないJ (←better rもっと良いJ)

wat foar moais rどんなすてきなもの」 口10al ぎなJ)

F ドイツ務の etwasNeues r釘か新しいものJ，オランダ読の ietsnieuws 
「爵ftJなどと問様に属携の語尾に由来するは 31紛糾を))。
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(6) learaar Frysk rフリジア語教師」など

静容詞は名詞の麓に置くのが康民uである。しかし，次の@の毅のように形

を名詞の後に驚くことがある。

① in learaar Frysk rフリジ

in kursus Frysk rブリジア語講習J

in wurdboek Frysk rブリジア語訴審J

舎 in Fryske learaar rブリジア入の{ニブリースラント生まれの)教師J

in Fryske kursus rフリースラントにかんす

in Frysk wurdboek rフリースラントにかんする辞醤，ブリジア

上記の〈じの Fryskは誼前の名語の牲と 関係なく蕪変イじであり，

そ含めた表現全体の意味が劉獲している。この場合の Fry訟は夜前の名認

とともに全体で 1器の擾合語のようになっていると考えられる。この種の表

現は濁定しており，少数の場合に限られる。

①とゆを組み合わせた次のよう

in Japanske learaar Frysk r号本人のブリジア語教鮪J

f オランダ語にも同様の鉱別がある。

een Japanse leraar Fries r日本人のフリジ

ドイツ昔話?は次のように脅う。 CDでは Fri部 isch(="Fηrsk)そ然変化の

まま名認の前に驚いて 1議の複合誌としてつづる。

日iれ Friξsischlehreriアリ

ein friesischer Lehrer iフリジア人の教自信」

ein japanischer Friesischlehrer r日本人のフリジ

周知のように，英語では次のようにアクセントで区別する。

a Frisian 泌註cheriブリジア課教語J

a Frisian teach告riフリジア人の教舗」

註 Japar泌 総 Frisianteacher r日本人のフリ

(7) 形容詞句の語i寝

料名詞匂を伴った形容調句

を伴っ }ま 十形容詞' うである。
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Dat is perfoarst de muoite wurdich. ，-それはきっと努力に値する」

(Bangma 19932
: 185変更)

Wy binne us buorlju tankber. ，-私たちはお隣りの人たちに感謝してい

ますJ (Fridsma 1979: 27) 

De hun is har tige trou. ，-その犬は彼女にとても忠、実だJ (ib. 27) 

(b) 前置詞句を伴った形容詞句

前置詞句を伴った形容詞句では‘前置調句+形容詞'のほかに‘形容調+前

置調句'の語順も許される。

Sy is {oρhar soan grutsk / grutsk 0ρhar soan}. ，-彼女は息子が自慢だ」

(8) 冠飾句

限定用法では限定詞と名詞のあいだに長く複雑な形容調句(分詞句，不定

詞句を含む)をはさみこむ，いわゆる「冠飾句」が見られる。とくに文章語

で多い。

①形容調によるもの

de oant no ta leste Alvestedetocht ，-今までトに最後のオルヴ、エステーデ

トホト(フリースラントの伝統的な長距離スケート競技)J (ULI'S， B 

5: 7変更)

②分調によるもの

mei de han skreaune ferhalen ，-手で書きとめられた物語J (skreaun← 

skriuwe ，-書く J) (ULI'S， A 15: 8変更)

Dit jout der in moai en mei sin wat oerdreaun foarbyld fan. ，-これは

それについての巧妙かつ意図的に少々誇張された例になるJ (oer-

dreaun←oerdriuwe ，-誇張するJ) (Breuker et al. 19922
: 17変更)

De nestor fan de Fryske skriuwers wie sunder mis de oer de njog-

gentich jier ald wurden Obe Postma. ，-フリジア人作家の長老は疑いな

し 90才を越えたオーペ・ポストマだ、ったJ (wurden←wurde ，-に

なるJ) (Stienstra 1982: 127) 
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@ 'te-ト動名詞'によるもの

‘te十動名鰐'による不定制勾もに.され得る.. .されるべきJ という受動

の可能・必擦の意味を表わす怒鋳句をつくる。

dy nij oan te lizzen rykswei r新たに建設されることになっているあの

(ULI'S， B 5: 7変更)

de Uηder de bern te ferdielen reade flachjes r子供たち られること

になっている赤い小競J(Eoersma/Van der Woude 19802
: 79) 

~ 35 比較 (degraadbOging/de tr叩 penfan ferliking) 

的 諮 形 変 化

比較による変色には除a級 (de gruntrep)，比較級 (de fergrutsjende 

trep) ，最上級 (deoertreffende trep)の院別がある。比較級は原綾に -er

をそっけ，最上級は際級に戒をつける。語末音の無声化などによるヲ己資の発

と正書法に注意。

hurd [h針]r速いJ-hurder [hOd;}r] -hurdst [hOstJ 

fiis 寸「いやな，

leech r低い」

leaf [1I;}f] rいとししり leaver[1I，}V;}r] -leafst [lI"fst] 

糾 {mear / meast }十原薮

少 数 の 移 容 詞 の 比 較 級は冶部r[mI;}rJ十原室長二最上級は‘m倒 st

[m!;Jst]令嬢毅'となる 0

3 形容詞になりきっていない過去分詞，とくに -eで終わるもの:

-fizer [ftz;}rJ← fiist [fi:鈴〕

[le:γ;}r] -leechst [Ie:xst， le:kst] 

比較級‘mear-ト票級'一最上級‘meast+原綾， (Hoekema 1992: 2) 

utriipele [ytrup;}l;} ] rおろそかにされたJ-mear utropele -meast 

utrupele (←設tropeljerおろそかにするJ)

なりきっている過去分詞には地較級 -er，最上級 -stを患いる。

出
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刷、
地
W

したJ-ferlegener-ferlegεnst 

'meast+際競， (ib. 2) 

Deensk [de:nskJ rデンマーク的なJ-Deensker…meastDeensk 
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fest [fE:st] rじようぶな」一fester-meastfest 

(b) 不規則なもの

goed [gUdt] r良いJ-better [bttdr] -best [bc:st] 

ただし，次の場合は規則的に変化する。

goed [gUdt] -goeder [gudddr] -goedst [gUdst] r人の良い，善良な」

(Sipma 1913: 63， Fridsma 1979: 51， Boersma/Van der Woude 19802
: 

26) 

Hy is folle goeder as syn heit. r彼は父親よりもず、つといい人だ」

(Fridsma 1979: 51) 

folle [fold] rたくさんのJ-mear [mldr] -meast [mldst] 

ier [idr] r早いJ-earder [jtddr] /ierder [idddr] -earst [Idst] /ierst 

[idst] 

graach r貧欲な:好んでJ-leaver [ljEvdr， lj5:wdr] rむしろJ-leafst 

日jcst，ljコ:ust]rいちばん(..したい)J

let [lct] r遅い」一letter日正tdr]-lest [lc:st] 

(c) r割れJ (~10) や rd の挿入J (~18 (4))を伴うもの

① 「割れ」を伴うもの

moai [mo:iJ r美しいJ-moaier [mo:jdr， mwajdr] -moaist [mo:ist， 

mwaist] 

② dの挿入を伴うもの

子音rで終わる形容詞と minr悪い」では規則的に dを挿入する。

tear [tIdr] r弱い，敏感な」一tearder[tIdddr] -tearst [tIdst] 

tsjuster [t弱stdr]r暗いJ-tsjusterder [tiostdddr] -tsjusterst 

[tiOstdst] 

lesber [lE:sbdr] r読める，読みやすい」一 lesberder[lE:sbdddr] -

lesberst [lE:Sbdst] 

min [mln] r悪いJ-minder [mInddr] -minst [me:nst] 

子音n，1で終わる形容詞 (minr悪い」を除く)では任意である。

tin [tIn] r薄しユ」一tinder[tInddr] / tinner [ tIndr] -tinst [te:nst] 
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mal [m::>:lJ '奇妙な，愚かなJ-malder [m5:1d8r J /maler [m5:18r J 

malst [mコ:lstJ

simpel [sImp81] ，簡素なJ -simpelder [sImp81d8rJ / simpeler 

[sImp818r J -simpelst [sImp81stJ 

③ 「割れ」と dの挿入を伴うもの

fier [fi8r J '遠い」一fierder[fjId8r J -fierst [fjIstJ 

swier [swi8r J '重い，難しいJ - swierder [swId8r J - swierst 

[swIstJ (~10 (l)(b)③) 

djoer [dju8rJ '高価なJ - djoerder [dju8d8r， djod8rJ -djoerst 

[djU8st， dj向tJ

(2) 用法

(a) 原級

同等比較は‘{sa[saJ/like [lik8J} A as [::>sJ B' 'BほどAだ」で表わ

す。

① ‘{sa/like}+原級+as+名詞匂など'

Do bist {sa/ like} grut {αs hy/αs him/* as er}. '君は彼と同じくらい

の背の高さだJ (as himは口語的)

.".. *as erが許されないことについてはS38 (2)(b)②参照。

その他の用例。

Sa egaalρlat en sa grien as in biljertlekken is allinne Fryslan mar. 

「ビリヤードの板のようにこれほど一様に平らで，これほど緑なのはフ

リースラントだけだJ (Bosma-Banning 198F: 154変更)

② ‘{sa/like}+原級+as+従属文'

asに後続する文は従属文になる。

Do bist {sa / like} grut {αs hy is/ as er oait wurde sil}. '君は{彼がそ

うである/彼がいつかそうなる}のと同じくらいの背の高さだ」

その他の用例。

De minsken wurde sa loai as it mar kin. '人聞はどうしようもないほ
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ど(=可能なかぎり)無精になるJ (ULI'S， A 18: 8) 

次の例では比較の対象を示す要素が指示代名詞 datで表わされている

(~ 41 (l)(a)④)。この datはなくてもいい。

Dy wiidte mei de pleatsen en de kij is foar de butenlanners like unyk 

as de bergen en weUerfallen dat foar us binne. r外国人にとって農場

や乳牛の姿がある平野は，ちょうど私たちにとって山や滝のように(=

山や滝がそう [dat=unykJであるように)珍しいJ (Bosma.Banning 

19812: 155変更)

③ ‘sa+原級+mooglik'rできるだけ..J 

Wy halde de priis sa leech mooglik. r私たちは価格をできるだけ低くお

さえます」

(b) 比較級

比較の対象は原級の場合と同様に asr よりも」を用いて表わす。

① 限定用法の語尾

比較級では限定詞(冠詞・代名詞・属格など)がない場合には，両性名

詞でも単数形は無語尾である (Tiersma1985: 53; ~ 34 (2)(c)⑥)。

{Better / * Bettere} molke bestiet net. rこれ以上良いミルクはない」

②‘比較級十as+名調句'など

Do bist grutter {邸 hy/ as him/ * as er}. r君は彼よりも背が高いJ (as 

himは口語的)

.". *as erが許されないことについてはS38 (2)(b)②参照。

その他の用例。

Wy fiele us neat better 01 minder as de oare ynwenners fan it 

keninkryk. r私たちは自分たちのことを王国(=オラン夕、)の他の住

民より良くも悪くも思っていないJ (Bosma-Banning 198F: 155変更)

It liket faak dat de frouljusmoade hurder feroaret as de manljus-

moade. r女性のファッションは男性のファッションよりも早く変わる

ことが多いようだJ (ULI'S， C 11: 5変更)
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e ‘比較畿やas+従膳文'

asに後続する文は京殺による悶等辻較と問機に従属文になる。

Do bist gru捻 r{ωhy is/部校 oaitwurde sil}. i君は{彼がそうであ

るよりも/授がいつかそうなるよりも}背が高いj

次の夢uでは比較の対象を示す要素が指示代名詞 datで表わされ，

識の位簡に置かれている (341 (l)(a)戦。この datはなくてもしゅ。

Fryslan hat doe grif gans grutter west as dat it hjoeddedei is. iフリー

スラントは当時，今日(ぞれがそう [dat=gruti大きいJJである)よ

りもたしかにずっと大きかったJ (ULI'S， C 20: 8) 

lk hoech my net j，側 gerfoar te dwaan as dat ik bin. i私は昌分がそう

[datロコjongi若いJJであるより若く見せるのは好きではないJ(Bang剛

ma 19932
: 29) 

@ '{ wat/hoe}十比較級+従議文， {wat/ho計十比較穀+従属文'に.であ

ればあるほど.. .だJ

これはふたつの餐議文が並列した議文子.. .であること，それすなわ

ち..であることJ)である。この場合，比較級の後に構文様識 't， asや

oft (← of十ねりが現われることがある。ただ、し，現わ

れない場合もある。

世 't，as， oft (の使い分けとそ

(De Rooy 1号65)。
iまっきり ることはむずかしい

Hoe mear't men de duvel jout， hoe mear't er ha '.'101. i癒魔はものそや

れ誌やるほどもっと欲しがる(ことわざ)J (Beintema 1990; 30) 

Wat mear部 desinne op 'e kjitte skynt， wat mear as it stjonkt. i汚

物に Eが射せばそれだけ臭う{口焼け石に水。ととわざ)J (Beintema 

1990: 76) 

Wat mear oft de sinne op 'e kjitte skynt， wat mear Qβit stjonkt. 

上J (Zantema 1984:特別

Wat earder o de moade feroaret， wat mear o der ferkocht wurdt. i流

行が早く変われば変わるほどそれだけ多く売れるJ (ULI'S， C 11: 12) 
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Hoe alder en brekfalliger o sa'n toer liket， hoe moaier o it is. 'そんな

塔は古く，崩れ落ちそうに見えれば見えるほど美しいJ (ULI'S， B 20: 9 

変更)

『類似した構文として，ふたつの名調句(先行調を兼ねる関係代名調で導か

れた関係文)が並列された次の例を参照。

Dy't skriuwt， dy't bliuwt. '書く者は長らえる(=書く者，それすなわち

長らえる者。ことわざ)J (Beintema 1990・ 123変更)

⑤ ‘mear十{形容詞原級/名調}+as''"よりむしろ"だ」

Hy is mear loaiωdom. '彼は愚かというより怠惰だ」

Hy is mear wittenskipperωlearaar. '彼は教師というより学者だ」

( c) 最上級

① 独立用法

‘it+最上級 (.e)'となる。

Elk is himsels it neist. 'だれでも自分がいちばんかわいい(=もっと

も近い。ことわざJ (Beintema 1990: 33) 

Eigen bier smakket it best. '自分で作ったビールがいちばんうまい

(ことわざ)J Cib. 18) 

Wy sjitte it hurdste op as jo de jurk oanluke. 'ドレスをお召しになり

ましたらすぐにまいりますJ (Bangma 19932
: 28変更)

Moarns is us mem der altyd it earste df. '朝は母がいつもいちばん早

く起きるJ (ULI'S， B 13: 18変更)

最上級は述語的用法では形容詞の名詞化によっても表現できる。

Elk is himsels deηeiste. 'だれでも自分がいちばんかわいい(=もっと

も近い。ことわざJ (Beintema 1990: 33) 

itを欠いた無語尾の最上級による次の表現は古風で文語的である

(Dykstra 1985: 91)。

Se is aldst. '彼女がいちばん年長だJ (Tiersma 1985: 53) 

G"  Sipma (1913: 63)にはまだその記載がない。なお， Tiersma (1985: 

53)は上記の例をまったく注記なしに挙げている。
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窃 限 定 罰 法

最上級は限定期誌でつねに語隠 .eを停う。

Dokkum is ien fan de aldste steden yn Fryslan. rドクムはフリ…スラ

ントでいちばん古い需のひとつだJ (ULI'S， B 17: 22) 

De wiiste moat tajaan‘「もっとも賢い殺は譲らなければならないJ

沼初旬ma:1984: 1028) 

中性単数でも語尾崎eそ伴うことに注意 (934 (2Xd)(D)。

Dit is Paulus Akkerman syn moaiste f校 haal.rこれはパウルス e アケ

ノレマンのいちばんすばらしい話(短嬬)だJ (it ferhaal r話J)

Yn 'e 18de ieu berikte de Fryske pleats syn heechste punt‘ r18世紀に

フリースラントの農家の建物はいちばん高さが高くなった(ゴなもっとも

高い点に達したわ (itpunt r点J) (ULI'S， B 11: 7変斑)

次の例は形饗訴の名詞化であり， 'it+最上級 (.e)'を溶いることはでき

ない。

De measte plaknammen yn Fryslお geaneut op '.um¥Dat binne ek 

mei fan {de aldste j* it aldst似}.rフリースラントの大多数の地名は

-umで終わる。それはまたもっとも古い地名

17 

るJ (ULI'S， B 17: 

Yn dit doarp wenje in soad会ldeminsken. J appe is ien fan {de 

aldsten/行lalゐt(e)}.rこの村には高齢者がたくさん住んでいる。ヤペ

はもっとも高齢の人のひとりだ」

φ 2者の追ういだの比較

対象の数がふたつに誤認されている表現ぜは， 2者のあいだのよと較でも

最上離を思いることがでさる。

Dε {jongste/ jongere} fan syn twa dochters is seis jier (ald). r後のふ

たりの猿沿うちで小さいほうは 6

-オランダi殺でも同様に最上級を用いることができる。

オ.De {jo匁:g宮te/jongere}van zijn twee dochters is zes jaar (oud). r同

よ」
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@) best rとても良い」

best. (← goed)は「とても良いJ

De boer hat in best hynder. rそ

いるJ (Bosma-Banning 198P: 28) 

も用いる。

とてもすばらしい馬をもって

As it sa bliuwt， is 't net b会主 Marik hoopje op bettere tiden. rこのま

まであっては良くない。しかし，私はより良い善寺が訪れるのを願ってい

るJ (ULI'S， A 13: 8) 

“Hoe giet it mei jo?円“Netsa Mst." どう 「あまり良く

ないんですJ

It slagget net sa Mst. ，-それはあまりうまくいかないJ (ULI'S， B 6:的

『その他の形容詞はドイツ需のように「きわめて... J という

(絶対磯上級〉を用いることはない。オランダ語も同様。

r. Sie singt 例冷 schoηste.r彼女はきわめて美しく歌うJ

ブ. Sy sjongt tige moai. r同上J

:<t. Zξzingt heel mooi. r向上J
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